
資料編

rプラシャスタパーダ・バーシュヤ』実体の章（dravya－

prakara4a）・知識の章（buddhi－prakararpa）

和訳
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はしがき

　以下は、インド正統派六派哲学の一つ、ヴァイシェーシカ学派の重要な文献であ

る『プラシャスタパーダ・バーシュヤ』　（HaSastap員dabhaSya：6C．　AD．）の実体

の章（draVya－prakaraPa）と知識の章（buddhi－prakara草a）の和訳である。

　rプラシャスタパーダ・バーシュヤ』には、すでに以下の三つの和訳研究がある。

　・金倉円照『インドの自然哲学』平楽寺書店・1971年

　・中村　元「ヴァイシェーシカ学派の原典」　『三康文化研究所年報』10・11

（Vai6e8ika－s砒raとPad亘rthadharmasahgraha）1977／78年

　・本多　恵『ウ◆アイシェーシカ哲学体系』国書刊行会・1990年

　これらの和訳は、ヴァイシェーシカ学説の理解に大いに貢献している。しかし、

これらが公刊された後に、注釈書の新版や複注が公刊され、現在は上記の諸訳刊行

時より利用できる資料が増えており、テキストとその解釈について、より良い理解
が可能になっているので、敢えて拙訳を示す。

　拙訳の特徴は、以下の二点にある。

　（1）同学派の根本聖典である『ヴァイシェーシカ・スートラ』　（VaiSe§ikasiftra

：100～200）の引用と考えれられるもの、あるいは内容的に関連するものは、全て
脚注に原文を示し、和訳を付した。

　本研究では、この『プラシャスタパーダ・バーシュヤ』をヴァイシェーシカ学派の

学説を代表する文献と捉えているので、根本聖典との内容の関連性を対照しやすい
ようにした。

　（2）知識の章では、それぞれの認識の因果論的規定を脚注に示した。

本研究では、認識論が因果論によって基礎づけられていることを明らかにするこ

とを目的の一つとしたため、諸注釈の中で因果論的規定がよく示されている『ヴィ
ヨマヴァティー』によって、内属因・非内属因・動力因というプラシャスタパーダ独

自の因果論的規定を明示した。

翻訳のテキストは、『プラシャスタパーダ・バーシュヤ』は、もっとも研究者の間

で使用されている参考文献表のPBh（1）を底本にし、適時諸本を対照した。また

『ヴァイシェーシカ・スートラ』は、同じく参考文献表のVSCを使用した。

凡例

（1）章節の分け方は、PBh（1）にしたがった。

（2）サンスクリット原文の番号は、〈〉でPBh（1）の番号を、　［］でWPRの番号を
付した。

（3）サンスクリット原文の複合語は、術語として成立しているものを除いて、構成

語をハイフンでつないだ。連声をもとに戻した時は、アンダーバーをつけた。

（4）各章節の題は、筆者が便宜的つけたものである。

（5）和訳本文の（）は、原則的に理解のために筆者が補った言葉であるが、それが

注釈の記述による場合は、それを注に付し、必要と思われるときは原文と和訳を示
した。

（6）和訳本文では、rヴァイシェーシカ・スートラ』は、　『スートラ』と略した。
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第1部 実体の章（dravya－prakara草a）

1 実体の共通性

＜20＞［16］p碑hivy一亘dilla耳l　navanam　api　dravyatva－yogah　sv亘tmany

亘rambhakatva耳t　gupavattvalp　k垂ya－kara阜a－avirodhitvam　antya－

ViSesavattvam　l

＜21＞an語ritatva－nityatve　ca＿anyatra－avayavi－draVyebhyah　11

＜22＞［17］pgthiVy－udaka－jvalana－pavana－atma－manas員m　anekatva－apara．

jatimattve　l　l

＜23＞［18］k亭iti－j　ala－jyotir．anila．manas口p㎞y亘vattva－m豆rtatva．paratva．

aparatva－vegavattvani　川

＜24＞

［19］豆k語a－k泣a－dig一亘七manaxp　sarva－gatatVarp　paramahattva耳1　sarva－

salpyogi－salnalla－de6atvalp　ca川

＜25＞［20］pけhivy一亘dil1麺pafical1舳api　bh亘tatva一亘1driya－prak垣tva－

baliya－ekaika－indriya－gr訪ya－ViSe寧a－gupavattvani　l　l

＜26＞caturO亘lp　dravya－draエnbhakatva－sparSavattve　l　l

＜27＞trayEtp亘1p　pratyak8　atva－r亘pavattva－dravatv亘ni　l　l

＜28＞dvayor　gUrutVarp　rasavattvarp　ca　l　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

＜29＞［21］bh亘ta一互tm亘n亘rp　vaiSe6ika－guOavattvam　l　l

＜30＞［22］k寧ity－udaka一亘tmanalp　catur－daSa－gu草avattvam　l　l

＜31＞［23］亘ka・a一亘tmana！p　k6apa－ekaika－de・a－vytti－ViSeSa－gu草avattvam　l　l

＜32＞［24］dik－k記ayoh　Pa五ca－gu阜avattvaエp　sarva－utpattimat卿nimitta－

kararpatvaip　ca　l　l

＜33＞［25］k6i七i－t∈）j　asor　naimitdi【a－dravatva－yogab　l　l

＜34＞［26］eva耳l　sarvatra　s亘dharmyalp　vipalyayad　vaidhannyalp　ca　vacyam

iti　draVya－asarnkarah　I　l

　地等の9つ（の実体）全てには、〈実体性〉と結びつくこと、自身において（内属

した）1結果を発生させること、属性を持つこと、原因や結果と矛盾しないこと、最
終の特殊を持つこと、がある。

　他に依存しないことと常住であることが、構成部分のある実体以外2にある。

　地・水・火・風・自我・意識に、多性と下位の種類を持つことがある。

　　　　1NKにより補う。

C£NK：svfit　lanya－al’ambhakatvatVam　iti　l　8va－samaveta－k亘rya－janakatVam　ity　arthab　l（PBh（1）：

P．21，U．2・－3）

2構成部分のない実体とは、原子のことである。
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　地・水・火・風・意識には、活動性、有形性3、かなた性、こなた性、勢い（速力・推進

力：vega）を有することがある。

　虚空・時間・方角・自我には、遍在性、極大性、そして、全ての結合者（すなわち有

形の実体）4の共通の場所であることがある。

　地等の5つ全てに、元素であること、感覚器官の質料因であること、一つ一つの外
部の感覚器官に知覚される特殊な属性を持つことがある5。

　（地・水・火・風の）4つに、実体を造り出すことと有触性がある。

　（地・水・火の）3つに、直接知覚されること、有色性、流動性がある。

　（地・水の）2つに、重さと味を有することがある。

　（地・水・火・風の）元素と自我に、　（それ自身に）独特な属性を持つことがある。

　地・水・自我には、14の属性を持つこと、がある。

　虚空と自我には、瞬間的でおのおのの部分に存する特殊な属性を持つこと、があ
る。

　方角と時間には、5つの属性を持つことと、全ての生成されたものの動力因たるこ
とがある。

　地と火は、動力因から生じた6流動性と結びつく。

　このようにして、全ての同性質が（言われた。）そして、異なった（形で）異性

質が言われるべきである。したがって、実体には混乱がない。

2　実体の個別性

〈35＞iha＿idatiim　ekaikaSo　vaidharmyam　ucyate　l　l

さて、今から一つ一つ異性質が述べられる。

（1）地（p］‡hivi）

＜36＞

［27］pIFthivitva－abhisambandh亘t　pg’thivi　l　r亘pa－rasa－gandha－sparSa．

sa耳工khy亘一parim毎a－p件haktva－sa卑yoga－vibhaga－paratva－aparatva－gurutva－

dravatva－salpsk訂avati　I［28］ete　ca四a－ViniveSa－adhikiire　r亘pa－adayo

gu草a－Vi6e8亘b　siddhah　l　c互k寧u8a－vacan亘t　sapta　sa1pkhya一亘dayab　l　patana－

upade9豆d　gurutvam　l　adbhih　s亘m頭ya－vacan亘d　dravatvaln　l　uttara－

karma－vacanat　salpsk£ピa草1【29］kSit亘v　eva　gandhah　l　nipam　aneka－

prakaram　6ukla－adi　l　rasa皐§ad－vidho　madhur一亘dih　l　gandho　dvi－vidhah

surab］hir　asurabhi●ca　l　sparso’sy豆anu84a－aSitatve　sati　p亘kajalp　l［30］s豆

　　　3ここで有形性と訳した「mtirta－tva」の「mifrta」とは「凝結する・凝固する」という意味の動詞「

miir℃h」の過去分詞であり、したがって「m血ta－tva」原義は「中身のつまったもの」という意味合いである。

また、勝宗十句義論』では「有質磯」という訳語になっている。

4ここでのsarva－sarpyoginは、　NKおよびVyによれば有形の実体（mii　tta－draVya）であるv

5地・水・火・風・虚空は、それぞれ鼻・舌・目・肌・耳という感覚器官に1対1で対応している。

6naimittikaは、　NKによれば「nimittaから生じた」の意味とする。
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tu　dvi－vidh亘nitya　ca＿al亘ty亘ca　l　paramiipu－lak§apa　nitya　l　kaτya－lak§a草a

tv　anitya　l　sa　ca　sthairya一亘dy－avayava－sannive6a－vi白i§ta　’paraづati－bahu－

tvopet亘・ayan亘sana一豆dy－aneka－upakara－kari　ca　l［31］・a亘ralp　dvi・vidham　l

yon巧am　ayo両a耳1　ca　l　tatra－ayon亘am　anapek6ya　Sukra－Soptta耳1　deva－

rgiparp　Sarira耳1　dharma－viSeSa－sahitebhyo’rpubhyo　j巨yate　l

k寧udraj　antdnaip　y亘tana－●arira阜y　adharma－vi●e亭a－sahitebhyo　1草ubhyo

l亘yante　l・ukra－・o項ta－sa㎜mipata－jaip　yonijam　l　tad　dvi－vidha耳1　jar互yuJ’am

arpdajaip　ca　l　miinu与a－paSu－mXganalp　jar亘y両am　l　pakfi；i－sarismParPam

andaj　am　l［32］indriyεup　gandha－Vyafij　akaip　sarva－pra輌頭jala－ady－

anabhibh亘taih　parthiva－avayavair　arabdhalp　ghra草a耳11［33］vi§ayas　tu

dvy－apuka－adi－krame阜a＿arabdhas　tri－Vidho　mgt－p爾a阜a－sth亘vara－1ak6apah

ltatra　bh亘prade6亘b　pr五kara－i6taka一亘dayo⇒－prak亘r弛　I　p互6at　L互upala－

mapt－vajra－adayε由lsthavar亘s　t再a－06adhi－vTk8a－lata－ava㎞a－

vallaspataya　iti川

　地性との結合ゆえに、地である。地は、色・味・香り・触・数・量・別異性・結合・分離

かなた性・こなた性・重さ・流動性・潜勢力を持つ。

　そして、この2項目は、　（『スートラ』の）　「属性を配置する章」7という章節に

おいて、色などが（地に）特徴的な属性として証明されている。　「眼によって認め

られる」8と（『スートラ』に）述べられているので、数などの7つの属性（＝数・

量・別異性・結合・分離・かなた性・こなた性）が、証明されている。　「落下」9という

（『スートラ』の）教示ゆえに、重さが証明される。　「水と等しい」10と（『スー

トラ』に）述べられているので、流動性がある。　「以後の運動」11と（『スートラ』

に）述べられているので、潜勢力がある。

　香りは地のみにある。　（地の）色は、白を始めとして様々な種類がある。味は、

甘さを始めとして6種類である。香りは、芳香と悪臭の2種類である。その（地の）

触は、熱くもなく冷たくもない性質であり、焼いて作られる性質（p亘kaja）がある。

　しかし、それ（地）は、2種類ある。　（すなわち）常住なものと無常なものであ

る。常住なものは、原子（param頭u）を特徴とし、一方無常なものは、　（原子の

集合の）結果を特徴とする。そして、それ（結果としての地）は、堅さなどと部分

の配列に特徴づけられており、多くの下位の種類を持ち、またイスやベッドなど多

　　　7C£VS：面pa－ra8a－gandha－8pargavati　p詳hivi　l　2・1－1（VSC：p．11，　L　4）（地は、色・味・香り・

触を持つ）

　　　8C£VS：8a幽y看晦parimatatii　PrthaktVarp　salpyoga－vibh亘gau　paratva－aparatve　kamma　ca

r｛ipi－draVya－samavEytic　c副㎏W靱i　14－1－12（VSC：p．33，　U．21・・22）（数・量・別異性・結合と分離・かなた性

とこなた性、そして、運動は色のある実体と内属するので、眼によって知覚される。）

　　　9C£VS：saipyaga－abh亘ve　gurutV亘t　patnam　l　5－1－7（VSC：p．38，1．4）（結合がない時、重さゆ

えに落下がある。）

　　　10C£　VS　：sarpir－jatu－madh亘cch垣㎞取p　p亘rthiv亘皿亘皿　agni－sa】【pyog亘d　dravata　’bdhih

samdnyarn　12－1－6（VSC：p．11，　II．22～23）（火との結合による、地である醍醐・ニカワ・蝋の流動性は、水と

共通である。）

　　　11C£　VS　：　nodan亘d　亘dyam　　埠oh　karrna　kalrma－k耐憾c　ca　sarnskarSd　ut幽p

tath蚕＿uttamuttara叩ca　l　5－1－17（VSC：p．39，　U．9・・10）（打撃から第一の矢の運動が（生じ）、　（その）

運動から生じた潜勢力から、次の（運動が生じる。）このようにして、次々と（運動が生じる）。）
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くの役に立つものを生みだす。）

　（このうち）　「身体は、2種類であり、胎生と非胎生である。」12

　この中で、（a）非胎生は、神・聖仙の精子や血に基づかない身体であり、特殊な善

（dhamla）と結合した原子（apu）から生じる。小動物の処罰ある身体13は、特殊

な悪（adharma）と結合した原子（apu）から生じる。

　（b）胎生は、精液と血が結合して生じる。これ（胎生）は、胎児生と卵生の2種類

である。人間・家畜・野獣が胎生であり、鳥や爬虫類が卵生である。

　感覚器官は、全ての生物の臭いを明らかにする、水などに妨げられない地の部分
から作られた鼻（嗅覚器官）である。

　一方対象は、二重原子（dVi－apuka）の順序で作られ、粘土・石・植物を特徴とす

る3種類である。

その中で、（a）粘土の部類は、地面壁・レンガなどである。（b）石の部類は、岩石・

宝石・ダイヤなどである。（c）植物の部類は、草・薬草・木・つる草・やぶ・果樹である。

（2）水（ap）

＜37＞

［34］aptva－abhisambandh亘d　apah　l　r亘pa－rasa－sparSa－dravatva－sneha－

saiU　kthy亘一parimapa－pgthaktva－salpyoga－vibh亘ga－para七va・・aparatva，gurutva－

sarpskaravatyalj　l［35］piirvavad　e§atp　siddhib　l［36］Suk　la－madhura－Sit亘

eva】面pa．rasa．spar§亘h　l　sneho‘mbhasy　eva　s翫psiddhikalp　ca　dravatvam

l［37］t亘6ca　pirvavad　dvi－Vidhah　nitya一ε㎡tya－bh亘v蚕t　l　t亘s亘耳1　tu　k毎yalp

tri－Vidharp　Sa血a－indriya－vi6aya－sa耳り’五akam　l［38］tatra　Sa血a皿ayo両am

eva　varupa．10ke　parthiva．avayava－upa6tambhac　ca＿upabhoga－samartham　l

［39］indriyεup　sarva－pr輌卿rasa－Vyafij’akaエp　v亘巨ty－anabhibhatair　j　ala－

avayavair　arabdhaip　rasanam　l［40］vi6ayas　tu　sarit－samudra－hima－

karaka一亘dih　l　l

　〈水性〉と結合するので、水である。　（水は）色・味・触・流動性・粘着性・数・量・別

異性・結合・分離・かなた性・こなた性・重さ・潜勢力を持つ。この証明は、前に述べた

通り14。　（水の）色は白、味は甘く、触は冷に他ならない。粘着性は、水において

　　　i2Cf．　VS：aneka－de6a－p血vakatv亘t　l　4－2－4（VSC：p．35，1．18．）（多くの点（諸原子）に基づいて

いることから（胎生・非胎生の身体が生じる）。）

　　　13「小動物の処罰ある身体」とは、諸註釈によれば虻や蚊・ぷよ等であり、処罰とは苦しみのことであ
る。

Cf・NK：k6u（irajantavo　darp6a－magaka・亘dayag　te夢firp　y亘tang　pid亘duhkham　iti　ygvat　tad－artharp

sanra甲ytitana－Sariram　1（PBh（1）：p．33，　ll．19・－20）．

Kir：k6udrajant血1融p　ma白aka一亘din叡ロyatal1亘’8ar晦i　l（K已：p．39，　n．4⇔5）

　　　14C£VS：nipa－ra8a－8pargavatya亘po　dravab　8nigdh亘9　ca　l　2－1－2（VSC：p．11，　L　9）（水は、

色・味・触を持ち、流動性と粘着性を持つ。）

　この他に、数・量・別異性・結合・分離・かなた性・こなた性という諸属性は、地と共通の属性であるので同上4－1－

12の「数・量・別異性・結合と分離・かなた性とこなた性、そして、運動は色のある実体と内属するので、眼によっ
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のみ存在し、流動性は（水の）本質的性質である。

　これ（水）は、前述の通り2種類ある。なぜなら、常住なものと無常なものがあ

るからである。一方、これ（水）の結果は3種類であり、身体・感覚器官・対象と呼ば

れている。

　その中で、身体は非胎生のみであり、ヴァルナ15の世界において存在し、地の部

分に支えられているので、享受することが出来る。

　感覚器官は、全ての生物に味を示すものであり、異種のものに妨げられない水の

部分によって作られた舌（味覚器官）である。
　一方対象は、川海・雪・霜などである。

（3）火（tej　asa）

＜38＞

［41］telastva－abhisambandhat　tej　ah　l　r亘pa－sparSa－salpkhy亘一parim麺a．

p炉thaktva－8a耳1yoga－vibhaga－paratva－apara七va－dravatva－salp8k亘ravat　l［42］

p亘rvavad　e6am　siddhih　l［43］tatra●uklalp　bhasvaraip　ca　r亘pam　l　uepa

eva　sparSah　l［44］tad　api　dvi－vidham　apu－karya－bh亘v亘t　l　k亘ryaip　ca

●arira一亘di－trayaln　l［45］Sariram　ayon亘aln　eva＿aditya－10ke　parthiva－

avayava－upaStambh亘c　ca＿upabhoga－samarthaln　I［46］indriyalp　sarva－

pr亘輌亘rp　r亘pa－Vyafij　akam　anya－avayava－anabhibh［比ais　tej　as－avayavair

arabdha耳1　cak6ub　l［47］vi§aya－sa耳tjfiakarp　catur－vidham　l　bhaumalp

divyam　udaryam　akaraj　am　ca　l　tatra　bhaumalp　ka8tha－indhana－

prabhavam亘rdhvajvalana－8vabh亘valp　pacana－dahana－svedana一亘di－

samarthaip　divyam　abindhanaip　saura－vidyud一巨di　bhuktasya＿亘harasya

rasa一亘di－par血）atna－artham　udaryaエp詠arajaエp　ca　suvaエ写a一亘di　l　tatra

sa耳1yukta－samav亘y員d　rasa－ady－upalabdhir　iti　l　l

　火性と結合するので、火である。色・触・数量・別異性・結合・分離かなた性・こな

た性・流動性を持つ16。これらの証明は、前述の通り17。その中で、色は白と輝きで

ある。触は、熱のみである。

　また、それ（火）は、原子（apu）と結果の状態があるので、2種類である。そし

て結果は、身体などの3つである。

て知覚される」という部分を根拠としていると考えられる。

　　　　15ヴァルナ（Var　upa）は、『リグ・ヴェーダ』の司法神であり、天則（リタ）と捷（ヴァラタ）を護持

し、大自然・祭祀・人倫の秩序を保つ。水とも関連が深く、例えば『マハーバーラタ』に以下の記述がある。

　「クリタ・ユガ期に神々がヴァルナに近づいて言った。　「あなたは水の王者にならなければなりません。ちょ

うどインドラが我々を支配しているように。あなたは、海の真ん中に住むことができる。世界中の全ての川とそ

の夫である大海もあなたに従うでしょう。あなたは月とともに満ち、欠けるでしょう。」ヴァルナがこの要請に

こたえたので、神々はヴァルナを水の王者とした。」　（『マハーバーラタ』シャリヤ編）菅沼晃編『インド神話

伝説辞典』東京堂書店・1985年71～72頁参照。

　　　　i6Cf．　VS：tejo　nipa－sparSavat　l：2－1－3（VSC：p．11，　L　13）（火は、色と触を持つ。）

　　　　17さらに、水と同様に地との共通の属性であるので、地で指摘されたスートラが根拠になっている。
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　身体は、非胎生のみで、アーディトヤ（太陽）18の世界にあり、地の部分に支え
られるので、享受が出来る。

　感覚器官は、全ての生物に色を示すものであり、他の部分に妨げられない、火の

部分によって作られた、眼である。

　対象と呼ばれるものは、4種類である。　（すなわち）（a）大地に属するもの、（b）天

上のもの、（c）腹部に属するもの、（d）鉱山産のものである。

　（a）その中で、大地に属するものは、木材を燃料として生じ、燃え上がることを本

性としており、煮たり焼いたり発汗させたりするなどの能力がある。

　（b）天上のものは、水を燃料とし、太陽に関するものや閃光などである。

　（c）腹部に属するものは、食べた食物の汁等を消化するのに役に立つ。

　（d）そして、鉱山産のものは、黄金などである。その中で、結合したもの（地など）

19の内属（した属性）により、味などが知覚される。

（4）風（vayu）

＜39＞

［48］v蚕yutva－abhisambandhad　vayub　l　sparSa－saIpkhya－parhn麺a－

p姉hak七va－sεupyoga－vibhaga－paratva－aparatva－salpsk巨rav皿1［49］ar亘piSv

acak6u6a－vacan員t　sapta　salpkhya一亘dayab　l　t再a－karma－vacan亘t　salpsk翫品

1［50］sa　ca＿aya耳1　dvi－vidho’pu－karya－bh亘v亘t　l［51］tatra　k亘rya－lak6a草ε田

catur－Vidhab　Sariram　indriyam　vi6ayab　prana　iti　l［52］tatra＿ayonjj　am　eva

・ariralp　maru』p　loke　p亘rthiva－avayava－upaStambh亘c　ca＿upabhoga－

samartham　l［53］indriyalp　sarva－pra垣ni麺spar白a－upalambhakaip

p暮土hivy一豆dy－anabhibh亘tair　v員yv・avayavair　drabdha1p　sarva－●arira－vy亘pi

tvag－indriyam　l［54］vi§ayas　tu＿upalabhya－malla－sparSa－adhi亭tana－bh｛it品

spar・a－Sabda－dh＃i－kampa－Hhgas　tiryag－gamana－svabh員vo　megha一亘di－

prera　ta・・dhふapa一亘di－samarthah　l［55］tasya＿aparatyak§asya＿api

n互n亘tvalp　salpm亘rcchanena＿anumiyate　l　samm亘rcchanaip　punah　sam亘na－

javayor　vayvor　vimddha－dik－kriyayoh　sannip員tab　so’pi　s亘vayavinor

vayvor亘rdhvagamanena＿anumiyate　tad　api　t再a－adi－gamanena＿iti　l［56］

pra阜o’nt坤一Sarire　rasa－mala－dh亘tina耳l　prera阜a一亘di－hetur　ekah　san

kriy蚕一bhedad　ap亘na一亘di－saInjfi麺1abhate　l　l

　　　　18アーディトヤ（Aditya）は、アディティ（Aditi：『リグ・ヴェーダ』の無垢の女神）の子の意味で、

通常は複数形で表され、『リグ・ヴェーダ』に出てくるヴァルナ、ミトラ、アリヤマン、バガ、ダクシャ、アン

シャの6神があげられる場合（2－27－1）、ダクシャとバガの代わりにサヴィトリが加えられて5神とされる場合、

あるいはミトラ、ヴァルナ、ダートリ、アリヤマン、アンシャ、バガ、ヴィヴァスヴァット、アーディトヤ（太

陽）の8神があげられる場合（10－72－8）などがある。全体として、太陽の光との関係が強く表されており、アー
のアイトヤは単数形では太陽と同義語となった。

　後に、アーディトヤ「神群」として12神を数えるようになり、叙事詩では、聖者カシュヤパとアディティと

の間に生まれたダートリ、ミトラ、アリヤマン、インドラ、ヴァルナ、スーリヤ、バガ、ヴィヴァスヴァット、
プーシャン、サヴィトリ、トヴァシュトリ、ヴィシュヌの12人の子供を指すようになった（『マハーバーラタ』

初編・59・14－15）。菅沼晃編rインド神話伝説辞典』東京堂書店・1985年22頁参照。

igNKにより補う。
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　風性と結合するので、風である。触・数・量・別異性・結合・分離かなた性・こなた
性・潜勢力を持っ20。

　　「無色のものにおいては、眼により認められない。」21と（『スートラ』）言わ

れているので、数などの7つ（の属性）がある。
　　「草の運動」22と（『スートラ』に）言われているので、潜勢力23がある。

　またこれ（風）は、原子（apu）の状態と結果の状態があるので、2種類である。

その中で、結果を特徴とするものは、身体・感覚器官・対象気息24の4種類である。

　その中で、身体は、非胎生のみであり、マルト（風神）25の世界にあり、また、

地の部分に支えられるので、享受することが出来る。

　感覚器官は、全ての生物に触を知覚させ、地などに妨げられない風の部分によっ
て作られた全身を包んでいる皮膚（触覚器官）である。

　一方、対象は、知覚されるべき触の観念の拠り所のものであり、触・声・静止・振動

を特徴とし、横への運動を本質とし、雲などを動かしたり静止させたりする能力が
ある。

　また、これ（風）は、直接知覚できないが26、多様性が（風が）集積すること（

saipmrtrcchana）により、推知される27。集積すること（samniircchana）とは、

っまり、後方で、同じ速さの2つの風が相反する方角からやって来て衝突すること

　　　eoCf．　VS：v亘yub　spargavah　l　2・14（VSC：p．11，1．16．）（風に触がある。）

この他の属性は、水・火と同様に地との共通の属性であるので、地で指摘されたスートラが根拠になっている。

　　　21C£VS：ariipisv　acak8u8atVat　l　41－13（VSC：p．34，1．3）（色のない（実体）においては、眼

に視られる性質がないから見られない。）

　　　22C£VS：trpa－karma　v亘yu・sarpyoght　l　5・．1－14（VSC：p．39，　L　1）（草の運動は、風との結合によっ

て（生じる。）

　　　23潜勢力（saipskara）には、潜在印象（bh豆van亘）・ヴェーガ（勢い　；vega）・弾力（sthiti－sth亘paka）

の三種類があるが、チャンドラーナンダの註釈によれば「ヴェーガを予定して、風と草との結合から草の運動が

生じる」とあるので、この場合の潜勢力は、ヴェーガである。

C£Vr：vega－apek領d　v亘yu－t口a－salpy㎎亘t巾a－adin亘lp　kama　l（VSC：p．39，1．4）

　　　Ptこの風のみ4種類目の気息を数える。これは、身体の内部と外部の区別からきている。

Cf．　NK：loke　yoga萌8tre　ca　Vigaya－v亘yor　bhedena　prasiddhasya　prAi）a－althya8ya　8var6pam曲a　l

pr亘Oo’ntatt　8ar恒iti　l　antab　Sarire　yo　v亘yur　vartate　8a　pr餌a　ity　ucyate　l（PBh（1）：p．47，　U．23w25

（世間でも、そして、　『ヨーガ・シャーストラ』でも、対象としての風との区別によって、息と名づけられたも

のの本質が「身体の内部の息」と言われた。身体の内部にある風が、息といわれる。）

　なお、このyogagastraは、『ヨーガ・スートラ』のことを指していると思われるが、「ヨーガ・スートラ』に

は風と息を区別している記述はない。

　　　25マルト（Marut）は、『リグ・ヴェーダSの暴風雨神群のことで、ふつうマルト神群（Marutah）と

複数形で表される。風雨・電光・雷鳴を伴う暴風の現象を神格化したもので、通常は暴風雨神ルドラと牝牛プリシュ

ニーとの間に生まれたとされるが、天上の大海から生まれたとも、風神ヴァーユの子供たちであるとも、ダルマ
神の妻の一人マルトヴァティーの子であるとも言われる。その数は、33とも27とも11とも7ともいわれ不定であ

る。菅沼晃編『インド神話伝説辞典』東京堂書店・1985年・314頁参照。

　　　26Cf．　VS：vhyur　iti　mati　sannikarSe　pratyak寧a－abh亘v亘d　d騨㎞随gam　na　vidyate　l　2－1－15

（VSC：p．13，　U．9～10）（接触した際、　「風である」という知覚が、直接知覚されないから、　（風には）可視の

徴証はみられない。）

　　　27Cf．　v亘yor　v亘yu－8alpm血㏄hana田p　n亘n亘tve　l誼gam　I　VS：2－1－14（VSC：p．13，1．5）（風と風の

衝突は、　（風の）多様性の徴証である。）

220



である。また、それ（風の多様性）は、草の動きによっても（推知される）28。
　気息は、身体の内側において、流動物・汚物・（身体の）要素の刺激等の原因で、

1っであるが、結果の相違のために出息（ap亘na）等の諸名称29を持っている。

（5）4元素による世界の創造と破壊

①破壊

＜40＞

［57］iha＿iddnirp　catutp亘rP　mah亘bhitt　naエp　s拶ti－sa耳ihara－vidhir　ucyate　l

brahme口a　matlena　var＄a－6tante　vartam皿asya　brahma草o’pavarga－k亘le

sa耳lsara－khinn乱na耳l　sarva－pr輌麺ni●i　ViSrama－artha耳l　s　akala－bhuvana－

pater　mahe・varasya　8amjihir§a－samakalalp・arira－h1面ya－mah亘bhita－

upanibandha－k員n融p　sarva一乱ma－gat亘n亘m　ad騨恒n亘m　v群i－nirodhe　sati

mahe白vara－icch員一亘tma－a草u・8aエpyogε∂a－karmabhyab　6arira－indriya－kdrapa一

叫u－Vibhagebhyas　tat－salpyoga－nivrttau　te6亘m　aparam麺v－antO　viniiSab

tath亘　ppthiVy－udaka－jvalana－pavallaniim　api　mah亘bh亘tanam　anena＿eva

kramepa＿uttaras皿inn　uttarasmin　sati　p亘rvasya　pirvasya　vin亘Sah　tatah

pravibhakt品param蚕ρavo’vati學thante　dharma－adharma－sa耳1skara－

anuviddh語ca　atmi互nas　tavantam　eva　k亘lam　l

　今ここで、4つの元素（mah亘bhita）の創造と破壊の方法が説かれる。
　ブラフマンの数え方による百年の終わりにおいて、　（すなわち）現在のブラフマ

ンが解脱する時、輪廻に苦しめられた全生物の夜の休息を目的として、全世界の主

であるマヘーシュヴァラの破壊を望む意志（が生じる）。と同時に、身体と感覚器

官と元素（mahabhitta）をつなぎとめていた全ての自我に含まれる不可見力の作

用の破壊がある。同時に、マヘーシュバラの欲求と自我と原子（apu）の結合より

生じた運動により、身体と感覚器官の原因である原子（apu）の分離があり、それ

によってこの結合が消滅する。その時、それらは、まさに最終の原子（paramarpu

）まで消滅する。このように、地・水・火・風の元素（mah亘bhifta）もまたこの順序

　　　28Cf．　VS：tpaa－karma　v亘yu－sarpyogat　l　5－1－14（VSC：p．33，1．7）（草の運動は、風との結合によっ

て（生じる。）

　　　us普通、気息（pr旬a）は、下気（apdna）遍在気（Vyana）、上気（uddna）、気息（pr麺a）等気

（8am且）の5種類が挙げられている。

C£NK：mtitra－puriSayor　adho　nayan亘d　ap亘tiah　rasasya　garbha－n亘di　vitanan亘d　vyanah　anna－pAna一亘der

iirdhvarp　nayan亘d　ud亘nab　mukha－nasik亘bhy取rp　niskramantit　pr亘t）ah　ah｛ire6u　paka－artham　udarasya

vahneb　8amalp　sarvatra　nayanat　samdna　iti　l（PBh（1）：p．48，　U．3～5）（尿や排泄物を下に導くので、下

気（aptina）である。液体で臓器と血管を伸ばすので、遍在気（vyana）である。食物や飲み物等を上方に導く

ので、上気〔ud亘na）である。口と鼻から出てくるので、気息（pratpa）である。消化するものが入った時、胃

腸の熱を全てに均等に導くので、等風（8am旬である。）

　また、この5種の気息（pr餌a）は古ウパニシャッドにも出てきている。　（B『had．Up．3－9－26；Chandogya－

Up．3－13；5－19～23；PraSna－Up．3－3’－9；MaitTi－Up．26；69；6－33；7－1）しかし、上記のNKの解説とは

多少異なる。中村訳180～181頁参照。
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によって・それぞれの後のものが存在する時に、それぞれの前のものが、消滅する。

そして・分離した原子（param麺u）が静止する。善・悪・潜勢力・に従属する諸自我

が、まさにその時に（静止する）。

②創造

［58］tatab　punah　pr亘草in豆lp　bhoga－bh亘taye　mahe§vara－si§Xk6a－al）antaralp

sarva－atma－gata－vltti－1abdha－ad騨ta－apek6ebhyas　ta｛z　sa耳iyogebhyah

pavana－parama草u亭u　karma－utpattau　teS亘耳1　paraspara－sa耳1yogebhyo　dvy－

a叫ka一互di－prakrame阜a　mahan　v亘yuh　samutpanno　nabhasi　dodh亘yam亘nas

ti寧thati　l　tad－anantaralp　tasminn　eva　vayav　apyebhyah　param頭ubhyas

tena＿eva　krame阜a　mahan　salila－nidhir　utpannah　pop1亘yain亘nas　ti寧thati

tad－anantaralp　tasminn　eva　j　alanidhau　parthivebhyah　paramaOubhyo

maha－pgt　hivi　sa耳1hata’vati8thate　l　tad－anantara耳1　tasminn　eva　mah亘．

udadhau　tε両asebhyo’草ubhyo　dvy－apuka－adi－prakramepa＿utpanno

mahふps　tej　oraSib　kenacid　anabhibh亘tatv亘d　dedipyaln亘nas　t海thati　l

　そして、次に諸生物の（苦・楽の）享受が存在する時に、マヘーシュヴァラの創造
しようという意志がある。

　その次に、全ての自我の中にある活動を得た不可見力を待って、その結合により

風の原子（param頭u）において、運動が生じる。これら両方の結合から、2原子

体（dvi－apuka）等といった順序によって、大きな風が生じる。　（その風が、）大

気の中において、激しく揺れた状態でとどまる。

　その次に、まさにその風において、水の原子（param麺u）から、まさにこの順
序で大きな水の塊が生じ、それがうねりながらとどまる。その次に、まさにその水

の塊において、地の原子（param珂u）から、大きな地が集まってとどまる。

　その次に、まさにその大なる水の塊において、火の原子（apu）から、2原子体（

dVi－apuka）等といった順序によって、大なる火の塊が生じる。これは、どのよう

なものにも妨げられないので、強く光り輝いてとどまる。

［59］eva叩samutpa㎜e§u　catur6u　mahabhttte6u

maheSvarasya＿abhidhy亘na－m亘trat　taij　asebhyo’pubhyah　parthiva－

param麺u－sahitebhyo　mahad　ap〈｝a皿［丘abhyate　tasmi耳lS　catur－vadana－

kamala耳1　sarva－10ka－pitamaha耳l　brahm頭a耳1　sakala－bhuvana－sahitam

utp巨dya　pral　a－sarge　v血iyuhkte　l　sa　ca　maheSvarerpa　Vi皿iyuktx）　braim亘　’

tiSaya－j　fiana－vairagya－iSvarya－sampannab　Pr輌a耳1　karma－vip記【a【P

viditv亘karma－anuriipa－jfi亘na－bhoga－ayu§ah　sutan　praj豆pa㎞manas亘n

Inanu－deva－r亭i－pitggai　tan　mukha－b巨hu一亘ru－p互dataS　caturo　van　tan　anyatii

ca＿ucc巨vacalli　bhiftatii　ca30　sS§tv亘亘Saya・・anuripair　dharmaji皿a－vair亘gya－

1SVaryaib　SalpyOj　ayati＿iti　l　l

このように、4つの元素（mah亘bhifta）が生起された時、マヘーシュヴァラの欲

30WPRにはないが、　PBh（1）により補う。

222



　このように、4つの元素（mah亘bhtita）が生起された時、マヘーシュヴァラの欲

求のみによって、火の原子（apu）と地の原子（parama海u）の結合したものから、

大なる卵が生じる。その中において、4つの蓮華の顔を持ち、全世界の祖であるブ

ラフマンを、全世界とともに生じさせ、生物の創造を委託する。そして、そのマヘー
シュヴァラによって委託されたブラフマンは、卓越した知恵・離欲・能力を備えてお

り、諸生物のカルマンの（結果が）熟しているのを知ってから、　（その）カルマン

にふさわしい知恵と享受と寿命を持った、　（ブラフマンの）息子であり、　（ブラフ

マンの）心より生じた、人間・神・聖仙・祖霊たちを（創造する。）　（そして）口・腕

もも・足から4つのヴァルナを、そして他の様々な生物たちを創造し、　（そのそれぞ

れの）アーシュヤ31にふさわしい善・知恵・離欲・能力を付与する。

（6虚空（互k蕊a）

＜41＞

［60］akaS　a－kala－diSain　ekaikatvad　aparaづ乱y－abhave　p亘ribha6ikyas　tisrah

sainjfia　bhavanti　l　5k亘●ε由k亘10　dig　iti　l［61］tatra－akaSasya　guO萌6abda－

sa耳［khy亘一parima聰一p『thaktva－saエpyoga－vibh亘gi止1［62］Sabdah

pratyak8　atve　saty　akarapa－gu草a－pitrvakatVad　ay亘vad－dravya－bh亘vitv亘d

a忌rayad　anyatra－upalal）dheS　ca　na　spar●avad－ViSe§a－gu4ah　l　b亘hya－

indriya－pratyak6atvad　atm亘一antara－gr亘hyatv亘d亘tmany　asamav亘y亘d

aha耳止arepa　vibhakta－grahal｝ac　ca　na＿atm5－guOa車lSrotra－gr亘hyatvad

vaiSe8ika－guOa－bhavac　ca　Ila　dikk互1a－manas51n　pariSe寧ad　gurpo　bhiitva一

互ka6asya－adhigame　lhヨgam　l［63］●abda－H亘ga－aViSeSad　ekatvaip　sid（lham　l

tad－anuvidh亘n亘d　eka－p姉haktvam　l　vibhava－vacan乱paramahat

parim頭am　l　Sabda一㎞a草atva－vacanat　saエpyoga－vibh亘gav　iti　l［64］ato

gupavattvad　an亘SritatVac　ca　dravyam　l　s　amana－asam皿aj亘tiya－k亘raPa－

abh豆vac　ca　nityam　l［65］sarva－pra画卿ca●abda－upalabdhau　nimitta耳t

Srotra－bh亘vena　l［66］●rotra耳1　punal；●rava阜a－vivara－sa㎎1五ako　nabho－de●ab

6abda－nimitta－upabhoga－pr亘paka－dharma－adharma－upanibaddhah　tasya　ca

nityatve　saty　upal丘b　andhaka－vaikaly亘d　b巨dhiryam　i垣1

　虚空・時間・方角は、それぞれが単一で下位の種類がないことにおいて、慣例的
な3つの名称がある。虚空・時間・方角というように。

　その中で、虚空の属性は、音・数・量・〈別異性〉・結合・分離である。

　音は、　（1）直接知覚において存在し、原因の属性に基づいたものではないから、

（2）実体が存在する限り（存在するのでは）ないから、（3）基体から別のところ

で知られるから、触覚を有する（実体の）特殊な属性ではない。

　また、　（1）外部の感覚器官で直接知覚されるから、（2）他の自我に把握される

から、　（3）自我に内属しないから、　（4）自己意識からは区別して認識されるから、

自我の属性ではない。

　また、　（1）耳によって認識される属性であるから、　（2）特殊な属性であるから、

方角、時間、意識の属性ではない。

31これは、NKによればkamanの結果が熟したものであり、いわゆる業である。
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　したがって残余法により、　（音は虚空の）属性であり、虚空の証明においての徴
証である32。

　音声の徴証において差異がないので、　（虚空に）唯一性が成立する。それに付随

することから、一一別異性（eka一耳thaktva）が（虚空）にある。　「遍在」33（と

rスートラ』に）言われるので、　（虚空は）最大の量である。　「音の原因である」
SC iと『スートラ』に）言われるので、　（虚空は）結合と分離を持つ。

　したがって、属性を持つことと依存しないことから（虚空は）実体である。また、

同種・異種といった原因がないので恒常である。また（虚空は）、全ての生物が音
を知覚することにおいて、聴覚の存在により、（その音の知覚の）動力因である。

　さらに、耳（＝聴覚器官）は、耳孔と称する空間の場所であり、音によって生じた

（快・不快の）受容を導く善や悪と結びつけられている。また、恒常とは言っても

結びつけられるものの欠陥によって聾になる。

（7）時間（k亘la）

＜42＞

［67］kalah　para－apara－vyatikara－yaugapadya－ayaugapadya－cira－k§ipra－

pratyaya－1ihgab　l　te寧a耳L　Vi寧aye6u　pirva－pratyaya－vilak§a草anam　utpatt亘v

anya－nimitta－abhavad　yad　atra　nimittaIp　sa　ka1ε由1［68］sarva－k亘ry頭alp

ca＿utpat垣一sthiti－vin亘Sa－hetus　tad－vyapade語t　l　k6apa－1ava－nime＄a－kd6thfi－

kal員一muh亘lta・y亘ma－ahoratra－ardham員sa－masa－Xtv－ayana－salpvatsara－yuga－

kalpa－manvantara－pralaya－mah亘pralaya－vyavah亘ra－hetuh　l［69］tasya

guO亘垣sa典y亘一parhna草a－p暮土aktva－saエpyoga－vibh亘g亘b　l［70］k亘1a－hnga－

aViSe6ad　ekatva耳l　siddham　l　tad－anuvidh亘n亘t　pI土haktvam　l　karape　k亘la　iti

vacan乱parama－mahat　parimiigtam　l　k5rana－paratva－fidi－vacan員t

saipyogah　l　tad－Vin互SakatV亘d　Vibhaga　iti　l［71］tasya－akaSavad　dravyatva－

nityatVe　siddhe　l［72］k亘1a一五hga－aViSe§亘d　a両asa－ekatve’pi　sarva－

kary頭舳訂ambha－kriy亘一abhini坤ti－sthiti－nirodha－upadhi－bhed諭

maptvat　pacakavad　v巨　n亘ti亘tva－upac盈ra　iti目

　時間は、先・後・前後の混合（vyatikara）・同時・非同時・遅い・速いという

観念を徴証（lihga）とする。これら（の観念）には、対象において前の観念と異な

る（観念）が発生するとき、他の動力因が存在しないから、この場合の動力因がこ

の時間である。また、全ての結果の発生・存続・消滅の原因である。なぜなら、これ
（時間）が、それらのことを表示するからである。

　（時間は）クシャナ（k6apa：瞬間）・ラヴァ（1ava：1秒のごく一部）・ニメー

シャ（nime6a：まばたきする間）・カーシュター（k毎th亘：瞬時）・カラー（

　　　32Cf．　VS：1higam　ak99a8ya　l　2－1－261（VSC：p．15，1．17）（（このように、音は）虚空の徴証で

ある。）

　　　33C£VS：Vibh亘vAd　mahdn　akiigah　l　7－1－28（VSC：p．55，1．17．）（遍在であるから、虚空は最大

である。）

　　　3℃£VS：saipyogfid　vibh亘g亘c　chabdEc　ca　6abda－n埠patteh　l　2－2－36（VSC：p．23，1．2．）（結合

から、分離から、そして音が発生するから（音は結果である）。）
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kala：16分の1秒）・ムフールタ（muhifrta：1日の30分の1）・ヤーマ（yama

：3時間）・1日（ahoratra）・半月（ardhamasa）・1カ月（masa）・季節（

gtu）・半年（ayana）・1年（samvatsara）・ユガ（yuga：5～6年）・カルパ（

kalpa：宇宙的時間）・マヌの時間（manvantara）・（世界の）終末（pralaya），

（世界の）大終末（mahapra　laya）といった慣用的言語表現（vyavah…ira）の原
因である。

　この（時間の）属性は、数・量・〈別異性〉（p姉aktva）・結合・分離である。時

間の徴証は区別がないから、単一性（ekatva）が成立する。　（同様に）これに付随

することから、〈別異性〉が成立する。また「原因において時間が」35（とrスート

ラ』に）説かれているので、最大の量が成立する。　「先にあること（paratva）36等

を原因」37と（『スートラ』に）説かれるので、結合が成立する。それを消滅させ

るので、分離もまた成立する。それ（時間）は、空間のように恒常性とく実体性〉（

dravyatva）が成立する。

　時間の徴証は、　（どれも）区別がないので、直ちに単一性（が成立する）ことに

おいてさえも、全ての結果の開始（iirambha）・実行（kTy亘）・成立（

abhinir町tti）・存続（sthiti）・消滅（nirodha）といった条件の相違から38、　「宝

石のように」・「料理人のように」というような様々な比喩39が存在する。

　　　35C£VS：karapena　kala　iti　l　7－1－32（VSC：p．56，　L　1．）（原因が（全てのところにある）ことか

ら、時間は遍在と言われる。）

36
垂≠窒≠狽魔≠ﾆaparatVaは、時間と空間に共通の属性であり、空間では「遠さ」という意味になる。

　　　37Cf．　VS：karana－pa】悔tv飢k卿a－aparatvac　ca　l　7－2－26（VSC：p．61，1．1）（原因のかなた性

から、そして原因のこなた性から（遠い、近いと言われる。）

38NKによれば、この表現は、かなた・こなたといった差異の観念には違いがないので、唯一であると

する。

Cf．　NK　：yady　ekab　k創ah　katha甲　tatra＿aneka－vyapade8a　ity　aha　l　k蚕1a－lifiga・aViSe6亘d　iti　l

k亘la－1血迦亘lp　para－apara一亘di－pratyayanam　av樋e韓d　bheda－apratip亘dakatv亘d　a面a8亘mukhyayli

vltty亘　k亘1asya＿ekatve’pi　8iddhe　n亘n亘tva－upac亘r和【1　n亘n亘tva－Vyapadegab　l（PBh（1）：p．66，11．8－11）

（問。時間が一つならば、何故このように多くの表現が言われるのか。答。時間の徴証に差異が無いからである。

時間の徴証である「かなた」　「かなた」等の観念に差異が無いので、区別を教示することが無いので、真実の主

たる行為としては時間の唯一性は証明されているが、慣用的な多様性のために、多様な表現をするのである。）

　　　39NKによれば、多くの表現は、条件の違いによって成立するとする。

C£NK：㎜e輌k叡y輌m　i㎞bha　upakra叫㎞yaya　ab㎞吋勒㎞y亘y…晦p蛎孤napt出
8thit恥svarfipava8thdnam　nirて）dho　tmaga　e§亘m　up亘dhinam　bhedh亘皿nan亘tVa－vyapade6a　yath亘＿eko

mapib　sphatika－adir　nilafidy－up亘dhi－bhedfin　nila　iti　pita　iti　VyapadiSyate　tatha　k亘10’　pyeka　eva一upadhi－

bhedtid　ambha－kala　iti㎞y亘一8血iti－k田a　iti　nirodha・kala　iti　VyapadiSyate　ity　arthah　l皿餌er

亘p亘dhi－s㎜bandho　na　vふtv叫姐a8ya　tu㎞〕顧amb孤（1ho　v蜘va　iti　pradp亘dayitt叩略∪－anta－

antaram亘ha　l　p亘caka＿iti　l　yath亘＿ek8旧ya　puru6a8ya　pacana一亘di－k】riy亘一yog亘t　p亘caka　iti　p亘thaka　iti

Vyap豆deSas　tath亘k亘lasya＿api　na　tu　pr亘rambha一亘di－kriyA－－eva　k亘10　Vilak6apa－buddhi－vedyatv亘d　iti

l1（PBh（1）．　p．66，　ll．11’－19）（全ての結果の（発生の）開始すなわち近づくこと、存続すなわち本質の安定、

破壊すなわち消滅、これらの条件の区別により、様々な表現がされる。例えば、水晶などの一つの宝石が、青な

どの条件の区別によって、青・黄と表現されるように、時間もまた、まさに条件の区別から、開始の時間、行為

の経験の時間、消滅の時間、と表現されるという意味である。宝石と条件の結合は真実のものではなく、しかし、

時間と行為の結合は真実のものである、と説明するために最後に他の例を言う。料理人と。例えば、一人の人間

と煮る等の行為との結合から、料理人である、学習者である、と表現される。時間も同様である。しかし、開始

などの行為は、異質な知識が知られるので、時間ではない。）
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（8）方角（dis）

＜43＞

［73］dik　p通rva－apara－adi－pratyaya一五hg亘lmirta－dravyam　avadhiエp　k＃v亘

mitrte吊v　eva　dravye8v　etasmad　idaip　ptirverpa　dak8inepa　paScimena－

uttare草a　p五rva－dak＄i草ena　d　ak6ipa－aparerpa－apara－uttareOa－uttεぽa－p亘rvepa

ca＿adhast看d　upari6t5c　ca」ti　da●a　pratyaya　yato　bhavanti　s亘dig　iti　l　anya－

nimitta－asambhavat　l［74］tasy亘s　tu　gui）員b　salpkh亘一par血aOa－p姉haktva－

sa耳1yoga－vibh亘9訪k司avad　ete　siddhah　l［75］dig－hnga－aViSe8亘d　afij’as亘一

ekatve’pi　diSab　parama－mahar§ibhih　Sruti－sm＃i－loka－salpvyavah亘ra．

arthaip　merurp　prad　ak6血〕am　avartam亘nasya　bhagavatab　saVitur　ye

sa耳Lyoga－ViSe6510ka－p司a－parigXhita－dik－prade●anam　anvarth亘b　pracyadi－

bhedena　daSa－vidh亘h　saη隅lfi亘h　kqtah　ato　bhakty巨da●a　di§ah　siddh砲l

t亘s員meva　devat亘一parigrah亘t　punar　daSa　sarpjn”a　bhavanti　I　m亘hendri

vai・vana1元yamy亘nairrti　viir頑v亘yavy亘kauveri　aiSani　bri麺11agi　ca＿iti

口

　方角は、東・西などの観念を徴証とする。有形の実体の限定を作り、まさに有形

であるような実体においてのみ、　「これは、あれよりも（1）東にある」。　（2）　「南

にある」、　（3）　「西にある」、　（4）　「北にある」、　（5）　「東南にある」、　（6）

「南西にある」、　（7）　「西北にある」、　（8）　「北東にある」、　（9）　「上にあ

る」、　（10）　「下にある」という10種の観念を生じさせるものが、方角なのである。

なぜなら、他の動力因が存在しないからである。

　ところで、これ（方角）の属性は、数・量・別異性・結合・分離であり、時間と同様
に証明ずみである。

　方角の徴証は特殊ではないので、　（方角には）真実には唯一性がある。しかし、

方角は、最上級の大聖者によって、天啓聖典（Sruti）・聖伝（smrti）・世俗の言語

慣用のために、メール山を右に回っている尊き太陽神との特殊な結合や世界の守護

者に守られた方角や場所の適切な（名称）、及び東等の区別によって、十種の名称

が作られている。したがって、二次的な意味で十種類の方角が確立されたのである。
まさに、それらを神格が守るので、さらに十種類の名称がある。　（すなわち）（1）マ

ヘーンドリー（東）、（2）ヴァイシュヴァーナリー（東南）、（3）ヤームヤー（南）、

（4）ナイルリィティー（南西）、（5）ヴァルーニー（西）、（6）ヴァーヤヴィヤー（西

北）、（7）カウヴェリー（北）、（8）アイシャーニー（北東）、（9）ブラフミー（上

方）、ao）ナーギー（下方）である。

（9）自我（atman）

＜44＞

［76］亘tmatva－abhisambandh員d亘tma　l　tasya　s　auk6myad　apratyak8atve　sati

karapaib白abda－ady－upalabdhy－anumitaih●rotra－adibhih　samadhigamab

kriyate　I　v亘sy－adin卿kara阜亘n頭kartg－prayqjyatva－darSan巨t●abda一亘di6U
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prasiddhy巨ca　prasadhako’nu．miyate　l［77］na　6arira－indriya－manasam

司fiatvat　l　na　Sarirasya　caitanya耳t　ghata一亘di－vad　bh亘ta－karyatvan　mrte

ca＿asambhavat　l　na＿indriya草亘lp　karapatv亘d　upahate6u　Vi号aya－as亘Imidhye

ca＿anusnnyti－darSan亘t　l　na＿api　manasab　kara草a－antara－anapek寧itve

yugapad訓ocana’sm西一prasang巨t　svaya耳1　kara草a－bh亘vac　ca　l　pariSe學ad

巨tma－karyatv員t　tena＿atma　samadhigamyate　l［78］Sarira－samavayir品hy麺

ca　hita－ahita－pr亘pti－parihara－yogyabhya耳1　prayr土ti－ni・中tibhya耳1　ratha－

karmap亘s亘rathivat　prayatnavan　vigrahasya－adhi學th亘ta’numiyate　pr頭a一

亘dibhiS　ca－iti　l　katham・a亘ra－pa屯『hite　vayau　Vikpa－kama－darSanad

bhastr員一dhmapayit亘eva　nime6a－unme6a－kama阜亘niyatena　damyantra－

prayokta＿eva　dehasya　vTddhi－k§ata－bhagna－sa【prohapa一亘di－nimittatv亘d

gghapatir＿eva　abhimata－vi§aya－gr互haka－karapa－sambandha－nimittena

manab－karma阜a　g常ha－kOpe亭u　pelaka－preraka＿eva　d品akab　nayana－Vi6aya一

亘10cana－anataralp　rasa－anusm＃i－kramepa　ras　a－navikriy亘一dar・anad　aneka－

gavak§a－antar－gata－prek6akavad　ubhaya－dar●i　kaScid　eko　Vijfi亘yate　l［79］

sukha－duhkha－icchA－dve寧a－prayatnai●ca　gupair　gui）y皿umiyate　te　ca　na

Sarira－indriya－g叫ah　kasmat　ahalp－kare草a＿eka－v互kyat亘一bh亘vat　pradeSa一

殖tiv亘d　ayavad－dravya－bh員vitv亘d　b亘hya－mdriya－apratyε［㎏atv亘c　ca　l　tatha

’ham－Sabdena＿api　p姉hivy－adi－Sabda－vyatコrekad　iti　l［80］taya　gu草ah

buddhi－sukha－dubkha－icch亘一dve＄a－prayatna－dharma－adharma－sa耳1skara－

sa耳1khy蚕一parim麺a－pgthaktva－salpyoga－vibh亘g亘b　l亘tma－h亘ga－adhkare

buddhy－adayah　prayatna－anti琿siddhah　l　dharma－adharm互v　atma－antara－

gu草頭am　akarε埠atva－vacanat　l　sa叩skarab　smxty－utpattau　k亘ra草a－vacanat

lvyavasth亘一vacan亘t　salpkhy亘P＃haktvam　apy　ata　eva　tatha　ca＿atma＿iti

vacan亘t　paramamahat　parima取am　l　sannikar§arjatvat　sukha．亘dmi麺

sa耳1yogaねltad－vinESakatVad　vibh員ga　iti　l

〈自我性（atmatva）〉と結合するので、自我である。それは、微妙（saUkSmya
）であるので直接知覚されず、耳などの感覚器官による音声などの知覚から、推論
されることによって、　（自我の）了解がなされる。

　斧などの道具が、行為者に使用されることが見られることから、また、音声など

においても（同様の関係が）成立することによって、〈依存するもの（

prasadhaka）〉が推知される。

　　（その〈依存するもの〉は）身体と感覚器官ではない。なぜなら、それらは知る

ことが出来ないから。身体は、精神（caitanya）ではない。なぜなら、（身体は）

瓶のごとく元素の結果であるから。また、死体においては（精神は）存在しないか

ら。さらに、諸感覚器官も（精神では）ない。なぜなら、それは道具であるから。

また、感覚器官が損なわれたときも、あるいはその感覚器官の対象が近くに無いと

きも、その対象の追想が見られるから。また、意識（manas）も（精神）ではない。

なぜなら、他の感覚器官から独立して、　（断続して）知覚と記憶が成立するという

事態が起こるから。また、意識自身が感覚器官であるから。

　したがって、残余法により、　（精神は）自我の結果であることが（証明されるか

ら）、これにより自我が（精神であることが）証明された。
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　身体に内属した、利益の獲得と不利益の除去に適した、行動や行動の停止によっ

て、活動し分離する支配者（である自我の存在）が推知される。まさに車の運動に
ょって、御者の存在が知りうるように。

　また、呼吸等によっても（推知される。）どのようにしてか。身体に所持された

風において、変化した運動を見られるので、まさに袋に息を吹き込む人（を知りう
る）ように、　（自我の存在が推知される。）

　眼の一定の開閉運動によって、まさに木製人形の操り主（を知りうる）ように、
（自我の存在が推知される。）

　（自我は）身体の成長や傷・骨折の治癒等の動力因であることから、まさに家主
（を知りうる）ように、　（自我の存在が推知される。）

　希望する対象と、それを把握する感覚器官との結合の動力因である意識の運動に
より、まさに家の隅でポールを転がす少年のような（自我の存在が推知される。）

　対象を見ることに続いて、味を思い出すという順序で、味の変化が見られるため、

二つの窓の内側にいる（同一）観客のような、両者を見る唯一の何者かが認識され
る。

　楽・苦・欲求・嫌悪・意志的努力という諸属性によって、属性を持つものが推知

される。そして、それらは身体と感覚器官の属性ではない。なぜなら、それら（の

属性）は、　「私」という観念によって、同一の文に存在するから。　（身体の）部分

に生起するから。実体がある限り存在するのではないから。外部の感覚器官に直接
知覚されないから。

　また、同様に「私」という言葉によっても、　（自我の存在が推知される。）なぜ

なら、（「私」という言葉は）　「地」などと言う言葉とは区別されるから。

　この（自我の）属性は、知識・楽・苦・憎悪・意志的努力・善・悪・潜勢力・数・
量・別異性・結合・分離である。

　自我の徴証の章において、知識から意志的努力までは証明されているOO。

　善と悪は、　「他の自我の属性は、原因とならない。」と言う言葉によって証明さ
れている41。

　潜勢力は、「記憶が生じるときの原因」と言う言葉によって証明されている42。

　「それぞれの区別」という語によって、数が証明されている。別異性も、同じ言
葉で証明されているca。

　また、「自我も同様である」という語によって、最大の量（が証明されてい
る。）ag

　楽などが接近によって生じるので、結合がある。それを消滅させるので、分離が

　　　40Cf．　VS　：　prtipa－apana・nime6a－unrne6a－jivana－mano－gati・indriya－antara－Vik亘rab　sukha－

dulpkhe　icChfi－dve8au　prayatna8　ca＿ity　atma－1ingdni　l　3－24（VSC：p．28，1．13～14）（呼吸・眼の開閉・生

命と意識（マナス）の活動・他の感覚器官の変化、楽と苦、欲求と嫌悪、そして意志的努力は、自我の徴証であ
る。）

　　　41Cf．　VS：atma－gul）e6v亘tma・antara－gtllJdnam　akAranatvAt　l　6－1－7（VSC：p．46，　L　8）（自我

の諸属性に対して、他の自我の諸属性は、原因とはならないことから、　（自らの行為が善・悪の原因となる）。

チャンドラナーンダ本によって『スートラtを素直に訳すとこうなるが、プラシャスタパーダは善・悪の内属

因としての自我の方を論証したいようである。もちろん、プラシャスタパーダのこの解釈は全く無理のないもの
である。

　　　42　Cf．　VS：Atma－manasoh　sarpyoga－vi8eβ飢8amski誠c　ca　8mrti　l　9－22（VSC：p．78，　L　11）（自

我と意識の特殊な結合から、また、潜勢力から、記憶が生じる。）

43C£VS：n亘il亘　Vyava8thatalp　l　3－2－16（VSC：p．31，11）（それぞれの（自我の）区別がある。）

　　　“C£VS：vibh亘v亘d　mah亘n　ak亘9alp　l　7・1－28（VSC：p．55，1。17）（遍在するので、虚空は大であ

る。）

VS：tathfi　ca＿atm亘17・1－291（VSC：p．55，1．19）（自我も同様である。）
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ある。

（10）意識（manas）

＜45＞

［81］manastva－yogi元n　manah　l　saty　apy　atma－indriya－artha－s麺midhye

j垣na－sukha－adinam　abh亘tva－utpatti－darSanAt　kara項一antaram　anumiyate

l白rotra－ady－avyapare　s叫土y－utpatti－darSanad　b訪ya－indriyair　ag1hita－

sukha一亘di－gr互hya－antara－bh亘vac　ca＿antah－kara草am　l［82］tasya　gul｝ab

sa耳工khya－parimaOa－pgthaktva－sa耳lyoga，vibh亘ga－paratva－aparatva－

salpsk訂員h　l　prayatna〔j五麺a－ayaugapadya－vacan巨t　prati－Sariram　ekatva耳1

siddham　l　pれhaktvam　apy　ata　eva　l　tad－abhava－vacanad　a取u－parima草am

lapasarpa草a－upasarpa阜a－vacan亘t　salpyoga－vibh亘gau　l　m亘rtatv亘t　paratva－

aparatve　sarpskaraS　ca　l　asparSavattvad　dravya－aIla一亘r鎚bhakatvε皿1

㎞yavattv　an　mtirtatvam　l　sadhi互ra項一vigrahavattva－prasahg亘d　ajfiatvam　I

kara阜a－bh亘vat　parartham　l　gurpavattvad　dravyam　l　prayatna－ad㎏6ta－

parigraha－vaSad　a6u－sarPcari　ca＿iti　l

iti　Pra白astap亘dabha寧ye　dravya－pad鋤ab　l　l

　〈意識性〉と結びつくから、意識である。

　自我と感覚器官と（その）対象が近接して存在していても、知や楽などが発生し

ない事態が起こることが見られるので、　（それを成立させるために必要な）他の器

官が推知される。耳などが機能していない時に、記憶が生じるとことが見られるの

で（意識の存在が推知される。）また、外部の諸器官によっては把握されない、楽

などの別種の把握されるものが存在するので、内部の器官が存在する。

　それ（意識）の属性は、数・量・別異性・結合・分離・かなた・こなた・潜勢力で
ある。

　　「意志的努力と知が同時に（起こらない。）」caという（『スートラ』の）言葉

があるので、身体ごとに一つづつであることが証明されている。同様に、別異性も
そうである。　「それが存在しない」caという（『スートラ』の）言葉があるから、

微妙なことが（証明されている。）　「退出と進入」47という（『スートラ』の）言

葉があるから、結合と分離が（証明されている。）

　運動性を有するので、有形性がある。共通の身体をもつという過ち（が成立する
ため）に、　（意識は）無知である。器官であることから、他のためのものである。

属性を持つから、実体である。意志的努力と不可見力を含む力の故に、速く走る。

　以上が、『プラシャスタパーダ・バーシュヤ』の実体というカテゴリー（

　　　ca　Cf．　VS：prayatna・ayaugapadyA－jfiana－ayaugapadygc　ca－ekaip皿an曲13－2－31（VSC：p．

28，1．10）　（意志的努力が同時に起こらないから、そして知識も同時に起こらないから、意識（manas）は一つ

である。）

　　　46Cf．　VS：tad・abh亘vad　anu　manah　l　7－1－30　i（VSC：p．55，1．21）（それが存在しないので、意

識（manas）は微小である。）

　　　47Cf．　VS：apasarpa皐am　upasarpaOam　aSita－pha－samyogah　katya－antara－8amyoga6　ca＿ity

adxsta－kar’itani　15－2・19（vsc：p．43，　IL　5～6）　（（意識の身体からの）退出、　（他の身体への）接近、飲

食物の結合および、他の結果との結合は、不可見力が生じさせたものである。）
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第2部 知識の章（buddhi－prakarapa）

1 知識の種類

＜91＞［211］buddhir　upalabdhir　jfi亘nalp　pratyaya　iti　paryayah　l　1

＜92＞［212］sa　ca＿aneka－prak亘r亘’rtha－anantyat　praty－artha－niyatatvac　ca　l

l＜93＞tasy亘h　saty　apy　aneka－vidhatve　sam亘sato　dve　vidhe　vidy亘ca＿avidy亘

ca＿iti　l［213］tatra＿avidya　catur－vidha　saupSaya－viparyaya－anadhyavas亘ya－

svapna－1ak寧a皐亘　l　l

　知識（buddhi）と把握（upalabdhi）と智慧（jf垣na）と観念（pratyaya）は、
同義語である。

　そして、これは対象が無限であり、また（その）対象ごとに規定されているので、

多くの種類がある。

　多種であるとは言え、まとめればこれは2種であり、知識と非知識である。この
中で、非知識は、疑惑・誤解・非決定・夢を特徴とする。

2 非知識（aVidy亘）

（1）疑惑（samSaya）

＜94＞

［214］saエpSayas　tavat　prasiddha－aneka－viSe6ayoh　s亘dgSya－m亘tra－dar・anad

ubhaya－ViSeSa－anusmara頭d　adharm亘c　ca　kilp　svid　ity　ubhaya－avalambi

VimarSah　saipSayah　l［215］sa　ca　dvi－Vidhab　antar　bahi・ca　l［216］antas

tavad　adeSikasya　saInyah　mithya　coddiSya　punar亘di●atas　tri§u　k記e6u

sa耳1●ayo　l）havati　ki叩nu　samyah　mithya　v亘＿i垣1［217］bahir　dvi－vidhah

pratyak寧a－vi＄aye　ca＿apratya1埠a－Vi＄aye　ca　l［218］tatra＿apratyak§a－avi§aye

tavat　s亘dh亘ra草a－1i草ga－dar・an員d　ubhaya－vi・e§a－anusmara項d　adharm巨c　ca

sarpSayo　bhavati　l　yath亘’tavyalp　vi§麺a－m乱ra－dar・an互d　gaur　gavayo

va＿iti　l［219］pratyak§a－vi6aye’pi　sthi埠u－puru寧ayor亘rdhvat亘一m乱ra－

s亘dgSya－darSan亘d　vakra－adi－ViSe§a－anupalabdhitah　sth亘草utva一亘di－

samanya－viSe6a－anabhivyak恒v　ubhaya－ViSe§a－anusmarapad　ubhayatra－

akx6yamai）asya＿巨tmanah　pratyayo　do1亘yate　ki耳l　nu　khalv　aya耳1　s七h亘阜uh
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syat　puru§o　va＿iti川

　まず、疑惑とは、一般的な多くの特性を持つ2つのものがあるとき、（1）（それら

の）共通性だけを見るために、（2）また両者の特性を想起するために、（3）あるいは悪

（adllamla）のために、　「何であろうか」という型式でおこる両者に関する思考

（Vimarsa）が生じる。これが、疑惑である。

　また、この（疑惑）は、（1）外的なものと（2）内的なものの2種類である。

　まず、（1）内的（疑惑）は、　（例えば）占星術師（adeSika）が、正しい予言と誤っ

た予言をした後で、三つの時間（過去・現在・未来）についてのことがらを、現在

さらに予言しようとする時、「果たして（予言は）的中するだろうか、的中しない

であろうか」という疑惑が生ずる、というようなものである。
　（2）外的疑惑は、二種類であり、（a）直接知覚の対象においてのものと、（b）直接知

覚の対象においてのものではないものである。

　その中で、（b）直接知覚の対象においてでないものは、ただ共通の徴証を見ること

から、両者の差異を追想することにから、悪（adhama）から、疑惑が生じる、と
いうようなものである。例えば、森において、角だけを見たことにより、　「牛か水

牛か」というようなものである。

　また、（a）直接知覚の対象においての（疑惑）は、（例えば以下のようなものであ

る。）杭と人間において、高さのみの像を見ることから、（杭の）屈曲等の特殊性

を把握しないので、〈杭性（sth頭utva）〉等の特殊な普遍゜sが出現しない。この時、

（人と杭の）両方の特殊の追想から、　（人と杭の）両方のものに引かれている自我

の観念が揺らぐ。　「これは、杭であろうか、あるいは人間であろうか。」というよ
うに。

（2）誤解（viparyaya）

＜95＞

［220］viparyayo‘pi　pratyak6a－anum亘na－Vi6aya　eva　bhavati　l［221］

pratyak6a－vi6aye垣vat　prasiddha－aneka－ViSe§ayob　pitta－kapha－al亘la－

upahata－indriyasya＿ayathartha一司ocan亘d　asanrUhita－viSayaう五皿al　a－

salpskara－apek6亘d飢ma－manasoh　sarpyog亘d　adharmac　ca＿atasmi耳田tad　iti

pratyayo　viparyayah　l　yatha　gavy　eva＿aSva　iti　l［222］asaty　api　pratyakSe

pratyak§a－abhim互no　bhavati　yath亘vyapagata－ghana－patalam　acala・

lalanidhi－sad1Sam　ambaram　afij　ana－c迦a－pu面◆aSyainaip　Sarvaraip　tama　iti

lanum亘na－Vi6aye’pi　b亘6pa一巨dibhir　dh亘ma－abhimatair　vahny－a皿m亘nam

gavya－vi§aρa－darSan5c　ca　gaur　iti　l　trayi－dar●ana－viparite§u●亘kya一亘di－

dargane8v　idam　greya　iti　mithy亘一pratyayah　Viparyayah　Sarira－indriya－

manahsv亘tma－abhimanah　1【gtake§u　nityatva－dar・analp　kara皐a－vaikalye

k…irya－utpa樹励卿hitam　upa・五・at・v　ahit・m　i垣j五…in。m血tam

　　　48この8mam亘nya－v垣e6aは、最上の普遍（para－8amdnya）である存在性（sat樋）と区別された、
限定された普遍であり、包括と排除の両方の機能がある中間的な概念である。
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upadiSatsu　hitaln　iti　jfi皿am　l　I

　誤解もまた、直接知覚と推論の対象においてのみ生じる。

　まず、直接知覚において（の誤解）は、多くの特徴が見られる二者において、

胆汁（pitta）・疾（kapha）・風（anila）49に損なわれた感覚器官が、不正な知覚を

することから、近接していない対象の知から生じた潜勢力（＝潜在印象）を待って

50、自我と意識の結合から、また悪（adharma）から、そのものでないものにおい
て、観念が（生じる。）これが、誤解である51。例えば、牛において馬の観念が（生
じる）というように。

　また、直接知覚がないときにおいても、直接知覚の誤謬（pratyak6a－abhim互na
）がある。例えば、厚い雲が消え去った後、空を不動の大海とみるように。または、

目に塗る黒い粉末52を夜の闇とみるように。

　また、推論の対象においてのものは、水蒸気を煙と誤解することによって、火を

推論したり、水牛の角を見ることから、牛を（推論する）ようなものである。

　（他に）ヴェーダ聖典の見解（trayi－darSana）に対立する釈迦たちの見解（二仏

教徒の説；語kya－adi－darSana）においての、「これ（仏教の説）が、優れている」

という不正な観念が、誤解である。

　さらに、身体・感覚器官・意識において、自我の誤謬（atma－abhimana）がある。

　（この他に、）　「造られたものにおいて、恒常性がある」という見解、　「原因が

なくとも、結果が発生する」という知識や、利益を教示するときに（それが）不利

益だとする知識、（逆に）不利益を教示するときに（それを）利益とする知識があ
る。　（これらは、全て誤解である。）

（3）非決定（andhyavasaya）

＜96＞

［223］anadhyavasayo，　pi　pratyak§a－anuInana－Vi6aya　eva　samj　ayate　l［224］

tatra　pratyak6a－vi6　aye　tavat　prasiddha－arthe§v　aprasiddha－arthe§u　v亘

vy亘s　ahgad　arthitvad　v亘　kim　ity　alocana－m亘tram　anadhyavas亘yab　l　yath亘

vahikasya　panasa－adi8v　anadhyavas亘yo　bhava七i　l　tatra　s　atta－dravyatva－

p姉hivitva－vτ㎏atva－r亘pavattva一豆di－●亘kha－adhy－apek§o曹dhyavas亘yo

bhavati　I　panasatvaln　api　panase§v　anuvTttam　amra－adibhyo　vy亘v娯尤a耳1

pratya晦am　eva　kevala耳1　tu＿upade●a－abhavad　v鮎…eSa－sa耳ijfia－pratipattir

49この胆汁（pitta）・疲（kapha）・風（anila）とは、3種類の体液である。

　　　5〔∨yによれば、この「潜勢力を待つ」とは潜勢力を原因とした記憶が誤解の原因となるということで
ある。

Cf．　Vy：8amsk取a－karyatv蚕t　smrt梅8alp8k亘ra－padena　vivak6it引（Vy（1）：Vo1．2，　p．122，1．14）

　　　51この場合の非内属因も、自我と意識の結合であり、動力因が悪（adharma）である。

C£Vy：tasm亘d　a8amav亘yi－ka皿ロ亘d　adharma　ca　viparyayab　l（Vy（1）：Vol．2，　p．122，　ll．15～16）（こ

の（自我と意識の結合という）非内属因から、そして（動力因である）悪から疑惑が生じる。）

52これは、現代的に言えぱアイシャドーの一種である。
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na　bhavati　l［225］anumana－vi6aye’pi　ni疽kela－dvipa－v5sinah　s亘sn亘一

m亘tra－darSan亘t　ko　nu　khalv　ayarp　pralpt　sy亘d　ity　anadhyavasayo　bhavati

川

　非決定も、また直接知覚と推論の対象のみに生じる。

　その中で、直接知覚の対象においては、よく知られた対象または知られていない

対象において、気を散らすこと（vyasfiga）あるいは（知りたいという）欲求から、

「何」と眺めるだけが、非決定である。例えば、パンの樹において、　（それを知ら

ない）ヴァーヒーカ人53に非決定があるようなものである。そこでは、有性、実体

性、地性、樹性、有色性等や、枝などを待つ、決定（の知識）がある。パンの樹性

や、パンの樹に随順するマンゴー等の排除の直接知覚もある。しかし、ただ（その

名称の）教示がないだけのために、　（パンの樹という）特殊な名称の理解がないの
である。

　また、推論の対象においては、ナーリケーラ島Mに住む人が、牛の咽の垂れ肉の
みを見ることから、　「これはどんな生物であろうか」という非決定がある。

（4）夢（svapna）

＜97＞

［226］uparata－indriya－gr亘lnasya　pra五na－manaskasyajndriya－dv員re阜a＿eva

yad　anubhavanaip　matiasaip　tat　svapna－jfianam　l［227］katham　l　yad　a

buddhi－piirvad　atmanab　Sarira－Vyapar亘d　ahani　kh㎞亘nalp　pr亘垣niim　Ili6i

vi・rama－artham　ahara－par再ama－arthalp　v亘’d噺a－ki疽ta－prayatna－

apek6ad　atma－antahkara草a－sambandhan　manasi　kriy員一prab　andhad　antar－

hXdaye　nirindrya　atlna－pradeSe　ni●calalp　manas　ti寧thati　tad互pralina－

manaska　ity亘khy亘yate　praline　ca　tasminn　up　arata－ind亘ya－graino　bhavati

tasyam　avasthayalp　prab　andhena　prapa－ap諭a－santana－prar噴t員v亘tma－

manah－sa耳lyoga－viSe亭at　sv亘pakhyat　sa耳1skarac　ca＿ind亘ya－

dv員reロa＿eva＿asatsu　Vi6ayeSu　pratyakSa一亘karalp　svapna－jfianam　utpadyate

l［228］tat　tu　tri－vidham　l　sa耳tskiira－patav亘d　dhatu－do6亘d　adr§豆c　ca　l

【229］tatra　sarpskara一画vat恒vat　k麺㎞ddho　v互yad亘y鎚舳am
adgtaS　cintayan　svapiti　tada　s亘＿eva　cint亘一santatih　pratyakSa－akara

saIpj　ayate　l［230］dh亘tu－do§亘d　v亘ta－prak西s　tad－d亘6ito　v巨”k語a－gam皿a・

adin　pa●yati　l　pitta－prakTtib　pitta－d亘§ito　va’gni－prave§a－kanaka－parvata－

adin　pa・yati　l　Sle6ma－prak西h　61e6ma－d亘§ito　v亘sarit－samudra－pratar餌a－

hima－parvata－adin　paSya七i　l［231］yat　svayam　anubh亘te§v　ananubh亘teSu

va　prasiddha－artha§v　aprasiddha－arthe§u　va　yac　chubha一亘vedaka耳l　gaja一

和roha阜ac－chattra－1員bha－adi　tat　sarva耳l　s　a耳1skふa－dharm亘bhyaip　bhavati

53NKによれば、このヴァーヒーカ人の住んでいる土地には、パンの木が生息していないとするe

54NKによれば、このナーリケーラ島牛が住んでいない島である。
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viparitam　ca　taila－abhya丘j　ana－kharo§tra・・arohapa一亘di　tat　sarvam　adhama－

samskar巨bhyarp　bhavati　l　atyant巨一prasiddha－arthe6v　adT＄tad　eva＿iti　l

［232］svapna－antika叩yady　apy　uparata－indriya－gramasya　bhavati

tatha＿apy　atitasya　jfi亘na－prabandhasya　pratyavekSapat　smgtir　eva＿iti

bhavaty　e＄亘catur－vidh亘’vidy亘＿iti　l　l

　感覚器官の集合体が静まり、意識（manas）が消えた状態の人が、まさに感覚器

官において（得る）意識（manas）の経験、それが夢の知識である。
　どのようにしてか。（1）昼間の意識に基づいた自己の身体の運動のために疲れた人

が、夜に休息することを目的として、または食物の消化を目的として、不可見力か

ら生じた意志的努力の確認のために、自我と内官（＝意識）の結合が（生じる。）（2）

意識における行為の継続のために、意識が、自己の感覚器官がない領域である心臓
の内側に、安定した形で静止する。その時、　「意識が停止した」と言われる。（3）そ

して、意識が停止したところで、感覚器官の集合体が停止した状態になる。このよ

うな状態において、継続的に連続した呼吸が現れた場合に、睡眠という名前の自我

との特殊な結合によって、そして潜在印象（sarpskara）によって、感覚器官を媒

介としてのみ、全く存在しない諸対象において、直接知覚の形をした、夢の知識が
生じるb°。

　この夢は3種類である。すなわち、（1）強い潜在印象（sainsk亘ra：潜勢力）による

もの、（2）体調不良（dh員tu－do6a）によるもの、（3）不可見力（adg§ta）によるもの、であ

る。その中で、まず（1）強い潜勢力によるものは、欲求や怒りを持つものが、その対

象を深く思い込んで眠る時、まさにその思考の連続が、直接知覚の形で生じる。②
体調不良によるものは、　（以下のようなものである）。風が強すぎるか損なわれて

いる人が、空を飛ぶ（夢を）見る。胆汁の強すぎるか損なわれている人が、火に入っ

たり黄金の山を見たりする（夢を）見る。粘液が強すぎる人か損なわれた人が、河
川や海の横断や雪山（の夢を）見る。（3）自ら経験したこと、あるいは経験しなかっ

たことにおいて、よく知られたことあるいはよく知られてないことにおいて、象に

乗ることや傘を得るといった幸運を知らしめる夢は、すべて潜在印象と善（

dharma）によって生じる。一方、反対に、油を塗る、ラクダに乗るといった（悪

いことを知らしめる夢は）、すべて悪（adharma）と潜在印象から生じる。（4）全く

知らない対象において（の夢）は、ただ不可見力によってのみ（生じる）。

　夢の（終わりに）56際した知識（svapna－antika）は、感覚器官の集合体が停止して

　　　55この場合、因果論的には、自我と意識の特殊な結合（＝睡眠）が非内属因であり、これは後述する記

憶と同じである。したがって、夢は記憶を基礎とした過去に関する非知識である。

Cf．　Vy：atha＿eva耳1　pralina－manaskasya＿uparata－indriya－gr亘皿a8ya＿亘tmanah　kutah　8vapna－jfiti皿am

utpadyate＿ity　亘ha　亘tma－manab　salpyoga－ViSe§亘t　a8amav互yi－k亘ra皐亘t，　svapa　ity　akhy員　sarnjfia

yasya＿atma－manab　samyoga－Vige6asya－asau　tath亘＿ukthas　tasmat　l（Vy（1）：Vol．2，　p．164，　ll．

19～22）（このように、その時消え去った意識と停止した感覚器官と自我の集積があり、ここから自我と意識の

特殊な結合という非内属因から、夢の知が生じる、といわれる。このように、自我と意識の結合である睡眠と

いう名称の概念が、これによって、これら（の名称）において、このようにいわれる。そして、（動力因であ

る）潜在印象から（夢の知が生じる）。）

　　　56NKにしたがって補足する。

C£NK：kad亘cit　8vapna－（帆白8ya＿arthasya　8vapna－avasth亘y亘m　eva　pratisandhaiiam　bhavati　ayarn

may亘d口担iti　tac　ca　p丘rva－anubh6ta」sya　svapna8ya＿ante’va8皿e　bhvati＿iti　svapna－antikam　ucyate

l（PBh（1）：p．175，1．26’・176，12）（ある時、夢で見たものは、夢の状態においてのみ回想がある。　’これは、私に

よってみられた。」と。そして、これは以前に経験した夢の終わりにおいて存在し、夢の際の知識と言われ
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いるといえども、過去の知識の継続の確認のために、まさに記憶にほかならない。

　これが4種類の非知識である。

る。）
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2 知識（Vidya）

（0）知識の種類

＜98＞

［233］vidya＿api　catur－Vidha　l　pratyak6a－1aihgika－sm姉y－drSa－1ak§apa　l　l

知識は、4種類である。直接知覚・推論・記憶・聖仙知を特徴とする。

（1）直接知覚（pratyak§a）

＜99＞

［234］　tatra－ak6am　ak6am　pratitya57＿upadyate＿iti　pratyakS　am　　l　ak§麺一

indriy…麺ghrapa－rasana－cak6us－tvak－chrotra－manaエpsi§at　l［235］tad　dhi

dravya一亘diSu　padarthe6しutpadyate　l　dravye　tavat　tri－vidhe　mahaty　aneka－

dravyavattva－udbh亘ta－r［ipa－praka●a－catu§taya－sannikar§亘d　　　dha】㎝a－adi－

samagrye　ca　svartip　a一亘10cana－m亘tram　　l　s亘m豆nya－ViSe＄a－dravya－gu耳a－

karma－vi・e＄a取a－apek寧ad　atma一皿anah　sa皿ikar§at　pratyak§am　utpadyate

sad　dravya耳1　p詳hivi　vi§員ni　Suklo　gaur　gacchati＿iti　l　［236］　r亘pa－rasa－

gandha－sparSe6v　　aIleka－dravya－samav亘y巨t　sva－gata－ViSe6亘t　sva一亘Sraya－

sannikar§亘n　Iliyata－mdriya－nimittam　utpadyate　l　［237］　●abdasya　traya－

sannikar6亘c　chrotra－samavetasya　tena＿eva＿upalabdhib　l　［238］saエpkhya－

parim…埠a－prthaktva－salpyoga－vibh亘ga－paratva－aparatva－sneha－dravatva－

vega－karmapam　　pratyak6a－dravya－samav亘y員c　　caku6uh－sparSa－n亘bhyaip

graha阜am　　l［239］　buddhi－sukha－duhkha－icch亘一dve6a－prayatnat1蚕Ip　dvayor

atma－manasoh　s　alpyogad　upalabdhih　l［240］bh亘va－dravyatva－guOatva－

karmatva一亘（五nam　　　upalabhya一亘dhara－samavet亘n卸　　　亘●raya－gr亘hakair

indriyair　grahapam　ity　etad　asamad－adin亘lp　pratyak6alp　l［241］asmad－

vi・i寧恒nalp　tu　yoginaip　yuktiinarp　yoga－j　a・・dhama－anugぎhitena　manasa

sv亘tma－antara一亘kaきa－（五k－kala－param頭u－v亘yu－manabsu　　　tat－samaveta－

gupa－karma－s亘manya－viSe6e8u　samav5ye　ca＿avitathaエp　svar亘pa－dar●anam

utpadyate　　l　［242］　viyukt員nalp　punaS　catu6taya－sannikar＄ad　yogaづa－

dharma－anugraha－s豆marthy乱s亘k§ma－vyavahita－vipra］kX6te＄u　pratyak§a1li

utpadyate　l［243］tatra　s亘m亘nya－vi§e§e亭u　svar亘pa－alocana－matrarp

pratyak号aip　prama阜alp　pramey亘dravya一員doyah　pad亘rthah　pram亘t亘”tma

57WPRでは、’sot　padayat’とあるが、　PBh（1）によってこう読む。
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pramitir　dravya－adi－viSayarp　jfiE　Inam　l［244］samallya－vi…きeSaう五ana－utpattav

avibhaktam　alocana－matram　pratyak§alp　pram麺am　asmin　n亘nyat

pramapa・・antaram　asti　aphala－r⑪atvat　l［245］athav亘sarve6u　padarthe6u

catu§taya－sannikar§互d　avitatham　avyapadeSya耳1　yaj　jfi蚕nam　utpadyate　tat

pratyak＄alp　pram頭alp　pramey亘dravya・・亘dayah　pad巨rth亘b　pramata”tma

pramitir　gurpa－do6a－madhyasthya－dar・anam　iti　l　l

　その中で、それぞれの感覚器官（ak8a）によって生じるのが直接知覚である。感

覚器官は、鼻・舌・眼・皮膚・耳・意識の6つの器官（indriya）である。

　これは、実に、実体などのカテゴリーにおいて生じる。実体において（の直接知

覚）は、3種の大なる実体において、多数の実体を持つことから、見える色が生じ
ていることから、4者（感覚器官・対象意識・自我）の接触から、また善などの集積

した場合に、単に本質を見ることのみ（の知覚）がある。そして、普遍・特殊・実
体・属性・運動といった限定するものを待って、自我と意識の接触により、直接知覚

が生じる。　「存在し、実体であり、地であり、角を持つものであり、白である、牛
が行く」というように58。

　色・味・香り・触においては、多数の実体との内属から、自己に含まれる特殊性から、

自己の基体との接触から、（それぞれに）決まった感覚器官を動力因（nimitta）

として生じる。

　音は、耳に内属しており、3者の接触から、まさにこれ（耳）によって知覚される。
数・量・別異性・結合・分離かなた性・こなた性・粘着性・流動性・ヴェーガ・運動は、直

接知覚される実体に内属しているので、視覚もしくは触覚によって把握される。
　知識・楽・苦・欲求・嫌悪・意志的努力は、自我と意識の2者の結合から把握される。

　有性（bhava）59、〈実体性（dravyatva）〉、〈属性性（g叫1atva）〉、〈運動性

（kamatva）〉等は、知覚されるべき基体（豆dhEira）に内属したとき、その基体（

aSraya）ooを知覚する器官によって把握される。これが、私たち等の直接知覚であ
る。

　一方、我々とは異なったヨーガ行者が、ヨーガに専心しているときは、ヨーガよ

り生ずる法（dhamla）61に助けられた意識によって、自我、他（我）、虚空、空間、

時間、原子、意識について、また、それらに内属した属性、運動、普遍、特殊につ

いて、さらに内属について、真実の本質の知見が生ずる。
　さらに、ヨーガを離れた（＝ヨ・・一…ガをしていない）時は、ヨーガにより生じた法

（dhrama）の助けの効果による四者（＝対象、感覚器官、意識、自我（アートマ

ン））の接触から、微細なもの、　（何かに）隔てられたもの、遠く離れたものにつ

いての直接知覚が生じる。

　　　58この場合、因果論的な関係は、自我が内属因、自我と意識の結合が非内属因、実体性等の限定するも

のが動力因である。

Cf．　Vy：na皿u　catU6taya・sannikar§asya＿apav亘darp　v血a　iirdhvam　sarvatra＿anuv；tter　abhyupagam亘d

vyartha皿　atma－manab　sannikars亘8ya＿abhidh亘nam？na，　arlantara－jfid口e　’py　asya＿asamav亘yi－

k亘rapatva－jfiapana・arthatv蚕t　l（Vy（1）：Vo1．2，　p．142，11．5・・7）（4者の接触の（記述が）、後ろに全ての点

で反駁なしに反復され認められているので、「自我と意識の結合」の記述は無用なのではないのか？否、継続し

た知識において、また、それが非内属因であることを指示する意味から（必要である）。）

59これはsattaと同義である。このsattaを野沢正信氏は、　「有の普遍一と訳している。

60これは亘dh亘raと同義で、実質的には実体（dravya）である。

61この場合、dhrama－adharmaと対義語になっていないので、中立的な法と訳す。
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　その中で、特殊な普遍62（一限定するもの）において、本質を見ることだけの直接

知覚が、認識手段（pramaOa）である。認識対象（prameya）は、実体などのカテゴ

リーである。認識主体（pramatT）は、自我である。認識結果（pramiti）は、実
体などを対象とした知識である63。

　特殊と普遍の知識の発生においては、未分化な単なる見ることだけ（avibhakta

alocana－matra）の直接知覚が、認識手段である。ここで、別の認識手段は存在し
ない。　（なぜなら、）結果のない性質を持つからである。

　また、全てのカテゴリーにおいて、4者の接触から、真実の、表現しがたい知が生

じる。この時、直接知覚が、認識手段である。認識対象は、実体などのカテゴリー

である。認識主体は、自我であり、認識結果は、良い点（gurpa）・欠陥・中立の知見
である。

（2）推論（anum亘na）

①徴証

＜100＞［246］hhga－darSanat　saipjayamana耳l　laihgikam　l　l

＜101＞［247］1ingalp　punab　yad　anumeyena　sambaddha耳l　prasiddhalp　ca

tad－anvite　l　tad－abh員ve　ca　na＿asty　eva　tal　lihgam　anumapakam川

viparitam　ato　yat　sy亘d　ekena　dVitayena　va　l　Viniddha－asiddha－

sandigdham　alinga耳1　k亘●yapo’bravit　l　I

＜102＞［248］yad　anumyena＿arthena　de・a－ViSe§e　kala－ViSe§e　v豆sahacaritam

anumeya－dharma－anvite　ca＿anyatra　sarvasmim　eka－de・e　v員prasiddham

anumeya－Viparite　ca　sarvasmin　pramat｝atO’sad　eva　tad　aprasiddha－

arthasya＿anum巨pakalp　hhgalp　bhavati＿iti川

＜103＞［249］yat　tu　yath亘＿ukt亘t　tri－r亘pal　Hhg亘d　ekena　dharmeOa　dva－

abhy亘lp　v亘viparitalp　tad　anumeyasya＿adhigame　Hhgalp　na　bhavati＿ity

etad　eva＿亘ha　s亘tra－karε由aprasiddho’napade●o’san　sandigdha●ca＿iti川

　推論された（知識）は、徴証を見ることによって生じる。

　徴証とは、以下のようなものである。推理対象と結合し、それが伴われるものに
成立し、またそれが存在しないものには決して存在しないもの、これが推論をさせ

る徴証である。一つの、あるいは二つの点でこれに反対する点があるとすれば、

（1）矛盾な・（2）不成立な・（3）疑わしい非徴証である、とカーシャパは言った。

　特定の場所においてまたは特定の時間において、推論対象に伴われたもの、他の

推論対象の性質に伴われたもの全てにおいてあるいは一箇所においてよく知られた

もの、また、推論対象と反対のもの全てにおいて、認識手段により決して存在しな

いとされるもの、これが、よく知られていない対象を推論させる徴証である。

62
O註1参照。

　　　63この認識主体、認識手段、認識結果は、プラシャスタパーダの因果論では、それぞれ内属因、動力因

結果にあたる。そして、非内属因は、自我と意識の結合である，
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　しかし、そこで言われた3つの相（而pa）の徴証と、その一つの性質あるいは二
っの性質によって対立するものは、推論対象の確認における徴証ではない。これは、

まさにスートラ作者が、　「よく知られていないもの（aprasiddha）は非因（

apadeSa）である。」ec「非存在と疑惑もそうである。」65と述べていることである。

②自己のための推論（推理）

＜104＞

［250］vidhis　tu　yatra　dh亘mas　tatra＿agnir　agny－abhave　dh亘mo，pi　na

bhavati＿iti　l　evalp　prasiddha－salnayasya＿asandigdha－dh亘ma－darSan巨t

sahacarya－anusmararpat　tad－anantaram　agn．y－adhyavas亘yo　bhavati＿iti　l

evalp　sarvatra　de6a－kala－avin巨bh亘tam　itarasya　lihgam　l［251］Sastre

karya・・adi－grahεuユa耳1　nidar§a草a－artha耳1　kXtam　na＿avadharapa－artham

kasm亘d　vyatireka－darSanat　l　tad　yatha＿adhvaryur　orp　Sravayan

vyavahitasya　hotur　lingam　candra－udayah　s　amudra－vTddheh　kumuda－

vikaSasya　ca●aradi　jala－prasado’gastya－udayasya＿iti　l　evam一亘di　tat

sarvam　asya＿idam　iti　sambandha－matra－vacan巨t　siddham　l［252］tat　tu

dvi－vidham　l　d搾ta耳l　sam麺yato　d騨ta耳l　ca　l［253］tatra　d騨ta耳1　prasiddha－

s巨dhyayor　atyantajaty－abhede’num亘nam　l　yatha　gavy　eva　sasn亘一m互tram

upalabhya　de●a－antare’pi　s亘sna－m乱ra－darSan巨d　gavi　pratipattih　1［254］

prasiddha－sad　hy　ayor　aty　anta－j　a’　ti－bhede　hhga－anumeya－dharma－s亘manya－

anuvrttito’num…inaip　s　am亘nyato　dl§tam　l　yath亘kar§aka－va項g－

raj　apuru吊arpam　ca　pravltteh　phalavattva皿upalabhya　varrpa－aSrami草am

api　d嚇alp　pray輌nam　anuddi・ya　pravarta－m亘n亘nalp　phala－anum亘nam　iti

l［255］tatra　lihga－darSana耳1　pram麺a耳1　pramitir　agni三jfi和namL　l　athava’

gnijfianam　eva　pram頭alp　pramitir　agnau　guOa－do§a－m亘dhyasthya－

darSanam　ity　etat　sva－niScit亘rtham　anum亘nam　l　l

　ところで、　（推論の）規定（方式：vidhis）は、　「煙のある所に火がある。火が

ない時には、煙もまたない。」というものである。

　このように、一致（samaya）を知るものが、疑惑のない煙を見ることから、同
伴の追想によって、その直後に火の決定した知識がある。このように、全ての（推
理）において、場所・時間的に（推論対象から）不可分離のものが、他のもの（を推
論させる）徴証である。

　論典においての「結果など」66ということばは、例（artha）を示すためになされ

　　　　64Cf．　VS：aprasid（iho’napadegah　l　3－1・10（VSC：p．26，1．17）（よく知られていないものは、非

因である。）

　　　　65Cf．　VS：asan　sandigdhaS　ca＿anapadeSab　l　3－1－11（VSC：p．27，1．1．）（非存在と疑惑も非因

である。）

　　　　＆℃£　VS　：　asya」da耳1　karyam　k蚕raipa】〔p　sambandhi　eka－artha－8amav亘yi　virodhi　ca＿iti

la誼gikam　I　9－18（VSC：p．69，11．12’・　13．）（これはこれの、結果である、原因である、結合したものである、

一つの対象と内属したものである、矛盾するものである、というのは、徴証を見ること（laiAgika）で知られ
る。）
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たのであり、制限（確定：avadhdrarpa）のためではない。なぜなら、例外が見ら
れるからである。これは、例えば、アドヴァリュ祭官がオームと唱える時、隔てら
れていても（そのオームが）ホートリー祭官のいる徴証である67。　（同様に）月の

上昇は、満潮と白睡蓮の開花の（徴証であり）、秋に水が清らかになるのは、アガ

スティヤ星の上昇の（徴証である）ように。これらのことなどは、　「これは、それ

の（徴証である）」と結合のみを言うことによって、証明される。

　ところで、これは2種類である。すなわち、　「経験される（d騨ta：見られる）知」

と「一般的な関係性68により経験される（sam…inyato　dystam）知」である。

　その中で、　「経験される知」は、よく知られているものと証明されるべきもの（＝

推論対象）の、種類の区別が完全にない時の推論である。例えば、牛のみに咽の垂

れた肉だけを認めていて、他の場所でも咽の垂れた肉のみを見ることにより、牛と
知る（推論で）ある。

　「一般的な関係性により経験される知」は、よく知られたことと証明されるべき

もの（＝推論対象）の、種類の区別が完全にある時、徴証と推論対象の性質の普遍

が適合する推論である。例えば、農夫・商人・王の家臣の就業が結果を有することを

認めて、結果を推論することである。また、ヴァルナや生活期に従うものが、目に
見える結果を意図せず行動していて、結果を推論することである。

　この中で、徴証を見ることが、認識手段であり、認識結果は火の知識である。あ

るいは、火の知識がまさに認識手段であり、認識結果は、火の良い点・欠陥・中立を

みることである69。以上が、自己の決定のための推論である。

（a｝言葉（Sabda）

＜105＞

［256］・abda－adin亘m　apy　anum亘ne’ntarbh員vah　sam巨na－vidhitvat　l　yath亘

prasiddha－samayasya＿asandigdha－hhga－darSana－prasiddhy－

anusmarap亘bhy亘m　atindriye’rthe　bhavaty　anumaliam　evaip　Sabda一

員dibhyo’pijti　l［257］・mti－smyti－1a㎏apo’py　amn亘yo　vakty－pr…血…吋ya－

apek§ah　tad－vacanad　amnaya－praエnapyam　Hhg亘c　ca＿allityo　buddhi－pirv亘

v頭ya－kl土ir　vede　buddhi－p亘rvo　dadatir　ity　uktatv亘t　l　I

（聖典の）言葉なども、また推論に含まれる。同一の規定であるから。例えば、一

致をよく知るものが、疑いのない徴証をみることと、よく知られていることの想起

によって、超感覚的な対象における推論がある。このようにして、言葉などによる
（推論がある。）

　天啓・伝承という特徴を持った聖典も、話者の権威を待って、　「それが言われるの

で、聖典の権威がある。」70「また、徴証によって、無常である。」71「ヴェーダに

　　　67アドヴァリュ祭官とホートリー祭官は、ヴェーダ祭式に携わる4人の司祭僧のうちの二人である。

NKによれば、アドヴァリュ祭官はホートリー祭官にオームという声を聞かせ、他の人には聞かせないとされる。

したがって、このことを知っていれば、隔てられていてもホートリー祭官の存在を推論できるということである。

　　　68これは、宮元啓一氏の訳語にしたがっている。宮元啓一「勝宗十句義論における二種の推論」『印度

哲学仏教学』第12号・1997年参照。

　　　69ここでも、直接知覚同様に、認識主体・認識手段・認識結果は、それぞれ内属因、動力因結果にあた

る。そして、非内属因は、同じく自我と意識の結合である。

　　　70Cf．　VS：tad－vacan員d　timn亘ya－pratnaOyam　I　l－1－3（VSC：p．2，1．6）（彼（ヒラニヤガルバ）の
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おいて、文を作ることは、知識に基づく。」72「布施（の命令）は、知識に基づく」
73と、　『スートラ』に述べられているからである。

｛b）身振り（ce§ta）

＜106＞

［258］prasiddha－abhinayasya　ce8taya　pratipatti－darSan互t　tad　apy

anUm亘tlam　eVa　l　I

演技をよく知るものが、身振りによって理解することが知られているので、これ
もまた推論に他ならない。

（c）類推（upam亘na）

＜107＞

［259］aptena－aprasiddha－gavayasya　gav亘　gavaya－pratip亘dan亘d　upain巨t）am

亘pta－vacanam　eva　l　l

　信頼できる人が、水牛をよく知らない人に、牛によって水牛を教示することから、

類推も信頼できる人の言葉（＝推論）に他ならない。

（d）意味の含み（arthapatti）

＜108＞

［260］darSana－arthad　arthapattir　virodhy　eva　Sravapad　anumita－

anumanam　l

　対象を見ることによる意味の含み（arthapatti）は、矛盾（による推論）に他な

らない。聞くことによる意味の含みは（すでに）推論された（ものによる）推論で
ある。

（e）共在（sambhava）

＜109＞

［261］sambhavo　t　py　aVinabhaVitV員d　anumanam　eva　l　l

言葉であることから、聖典には確実性がある。）

　　　7℃f．VS：1ingag　ca＿anityah　l　2－2－37（VSC：p．23，1．5）（そして、　（ヴェーダの）徴証から、無

常である。）

　　　7℃f．VS：buddhi－pirva　v融【ya－krtir　vede　l〔L　1・・1（VSC：p．45，1．4）（ヴェーダにおける文章の

配列は、知識に基づいている。）

　　　73cf．　vS：buddhi－piirv亘　dadgtib　l　6－1－4（vSC：p．45，1．18）（布施は、知識に基づく。）
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共在（sambhava）もまた、不可分離性のゆえに、推論（の対象）に他ならない。

（f）非存在（abhava）

＜110＞

［262］abhavo’py　anumiinam　eva　yatha＿utpannalp　karyalp　k亘ra草a－

sadbhave　lingam　l　evarp　anutpannam　k亘ryarp　kara取a－asadbh亘ve　lifigam
l
l

　非存在もまた、推論に他ならない。例えば、発生した結果が原因の実在の徴証で

ある。同様に、発生しない結果は、原因が実在しないことの諸相である。

（9）ロ伝（aitihya）

＜111＞

［263］tath亘＿eva＿aitihyam　apy　avitatham亘pta－upadeSa　eva＿iti　l　l

同様に、虚偽でない口伝もまた、信頼できる教え（＝推論）に他ならない。

③他人のための推論（論証）

＜112＞

［264］pa丘ca－avayavena＿eva　v亘kyena　saipSayita－viparyastavy－utpannanalP

pare6Arp　sva－niScita－artha－pratipad　anaip　parartha－anumana耳p　vijfieyam　l　l

　5支の文章によって、疑い・誤解し・まだ了解していない他人に自己の判断した知識

（niScita－artha）を教示することが、他人のための推論と知るべきである。

（a）主張（pratijfia）

［266］tatra＿anumeya－uddeSo’virodhi　prat勾fi亘lprati－pip亘dayi＄ita－

dhama－ViSi8tasya　dhamo’padeSa－viSayam　apadayitum　uddeSa－matralp

pra垣fi亘lyath員dravya耳1　v亘yur　iti　l［267］avirodhi－grahap員t　pratyak寧a－

anumana－abhyupagata－sva－Sastras－vavacana－virodhino　niras恒bhavanti　l

yath亘’nuSpo’gnir　iti　pratyak§a－virodhi　ghanaln　ambaram　ity　anum麺a－

virodhi　brahmaOena　sura　peya＿ity　agεuna－virodhi　vai●e§ikasya　s　at　karyam

iti　bruvatab　sva－S互stra－virodhi　na白abdho’rtha－pratyayaka　iti　sva－vacana－

virodhi　I　l

その中で、推論対象の矛盾なき指示が、主張である。指示対象を提示するために、
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提示しようと願う性質（dharma）に限定された主体（dhamin）を論述すること
だけが、主張である。例えば、　「風は実体である」というようなものである。

　　「矛盾なき」という記述によって、直接知覚・推論・認容された自派の論典・自分の

言葉との矛盾が退けられた。例えば、　「火は熱くない」というのは直接知覚に矛盾

し、　「虚空は緊密である」というのは推論と矛盾し、「スラー酒はバラモンによっ

て飲まれるべき」というのは聖典に矛盾し、ヴァイシェーシカ学派が「因中有果」

と自称することは自派の論典に矛盾し、　「語は、意味を理解させない」というのは

自分の言葉に矛盾する。

｛b）指示（apadeSa）

＜114＞

［268］hnga－vacanam　apadeSab　l　yad　anumyena　saha－caritalp　tat－sam亘na．

1乱iye　sarvatra　samiinyena　prasiddhaIp　tad－viparite　ca　sarvasminn　asad

eva　tal　lihgam　uk麺ta8ya　vacanam　apade誕lyath亘㎞y員vattvad

gurPavattvac　ca　tath亘　ca　tad　anumeye’sti　tat－sami三naヨatiye　ca　sarvasmin

gu阜avattvε皿asarvasmin　kriyavattvam　l　ubhayam　apy　etad　adravye

na＿asty　eva　tasmat　tasya　vacanam　apade・a　iti　siddham川

　徴証を述べることが、指示である。（1）推論対象と共にあること（anumyena

saha－caritam）、　（2）それ（推論対象）と同種のもの全てにおいて、普遍によっ

てよく知られているもの、また（3）それと反するもの全てにおいて、必ず非存在であ

るもの、これが徴証と言われるものであり、これ（徴証）を言うことが、指示であ
る。例えば、　（『スートラ』に）　「運動を有することから、また、属性を有するこ

とから。」74というようなものである。このように、推論対象に存在し、また、そ

れと同種のもの（＝実体）全てにおいて属性を有することがあり、運動を有すること

は全てには存在しない（＝有形の実体のみ）、ということである。また、両者は、

実体でないものには存在しない。したがって、まさに、このことを述べることが指

示であることが証明された。

（b）－1非指示性（anapadeSatva）

＜115＞

［269］etena＿asiddha－viruddha－sandigdha－anadhyavasita－vacanantr皿

anapadeSatvam　uktam　bhavati　l［270］tatra－asiddhaS　catur－Viddhab　l

ubhaya－asiddho’nyatara－asiddhas　tad－bhava－asiddho’numeya－asiddhaS

ca＿iti　l　tatra＿ubhaya－asiddha　ubhayor　vadi－prativadinor　asiddho　yatha’

nityab　Sabdah　s亘＿avayavatv亘d　it元　l　anyatara－asiddho　yath亘’nityε〔b

Sabdah　k巨ryatvad　iti　I　tad－bhava－asiddho　yath亘dhima－bhavena＿agny－

adhigatau　kartavy亘yam　upanyasyam員iio　baSpo　dhifma－bh亘vena＿asiddha　iti

lanumeya－asiddho　yatha　parthivarp　draVya耳i　tamalt　kx§ロa－r亘pavattvad　iti

l【271］yo　hy　anumeye’vidya－mano’pi　tat．samana－j亘tiye　sarvasmin

　　　7℃f．　VS：㎞y亘va伽亘t脚avattv亘c　ca　l　2－1－121（VSC：p．12，　L　22）（運動を有することから、

また、属性を持つことから。）
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na＿asti　tad－viparite　ca＿asti　sa　viparita－s亘dhanad　viruddho　yatha　yasm亘d

vi寧apt　tasmad　aSva　iti　l［272］yas　tu　sann　anumeye　tat－samana－asam亘na－

j亘tiyayoh　s亘dharapah　sa皿n　eva　sa　sandeha－j　an　akatv　at　sandigdho　ya七h員

yasmad　vi6i麺tasm豆d　gaur　iti　1［273］ekasmirpS　ca　dvayor　hetvor

yath亘＿ukta－lakSaOayor　viruddhayoh　sannip乱e　sati　sa耳ISaya－darSanad

ayam　anya草sandigdha　iti　kecit　l　yath亘　mitrtatva．amtirtatvalp　prati

manasah　kriy巨vattva－asparSavattvayor　iti　l［274］nanv　ayam　as亘dh亘rapa

eva＿acak8u＄atva－pratyak寧atvavat　saエphatayor　anyatara－pak寧亘一sambhav亘t

tataS　ca＿anadhyavasita　iti　vak6yama阜1［275］naIlu　S亘stre　tatra

tatra＿ubhayath巨　dharSanarp　sarpSaya－karapam　apadiSyata　iti　na　saipSayo

viSaya－dvaita－darSanat　l　sarpSaya－uttpattau　vi6aya－dvaita－dar●anaエp

karagtam　tulya－balatve　ca　tayoh　paraspara・virodhdn　nirpaya－

anutp互dakatvalp　syan　na　tu　salpSaya－hetutvam　na　ca七ayos　tulya－

balavattvam　asti　anyatarasya＿anumeya－uddeSasya＿亘gama－b亘dhitatv亘d

ayarp　tu　viruddha－bheda　eva　l［276］yaS　ca＿anumeye　Vidyamai｝as　tat－

sam亘na－asam皿aj　atiyayor　asann　eva　so’nyatara－asiddo’nadhyavas亘ya－

hetutv5d　anadhyavasito　yatha　sat　k互ryam　utpatter　iti　I　ayam　aprasiddho’

napadeSa　i垣vacanad　avaruddhah　l［277］nanu　ca＿aya耳1　ViSe§ail　t　salpSaya－

hetur　abhihital　t　S　astre　tulya　j亘tiye寧v　artha－antara－bh｛iteSu

ViSe寧asya＿ubh亘yath亘dX§tatv員d　iti　na＿anya－arthatv亘c　chab　de　viSe＄a－

darSanat　l　sa耳ISaya－anutpattir　ity　ukte　na＿aya耳1　dravya一亘din舳

anyatamasya　viSeSab　sy5c　chr亘vaPatvaコP　kirP　tu　s蚕manyam　eva

sampadyate　kasmat　t司yaゴatiye寧v　artha－antara－bhtite§u　dravya－adi－

bhedanam　ekaikaSo　ViSe§asya＿ubhayath亘d騨tatvad　ity　uktalp　na　salpSaya－

karapam　anyath亘　＄atsv　api　padarthe＄u　samSaya－prasahg乱tasm員t

s亘maIlya－pratyay巨d　eva　salpSaya　iti　l　l

　　これによって、（1）不成立・（2）矛盾・（3）疑惑・（4）不決定の論述の非指示性が言われ

た。

　この中で、不成立は、4種である。すなわち、両者の不成立・片方の不成立・存在の

不成立・推論対象の不成立である。その中で、両者の不成立は、論者・反論者の両方

にとっての不成立である。例えば、　「音声は無常である。部分からなるから。」と

いったものである。片方の不成立は、例えば「音声は無常である。結果であるか
ら。」75といったものである。存在の不成立は、例えば煙の存在によって火を知る

ことがなされる時、霧の論述は、煙の存在によっては成立しない、といったもので
ある。推論対象の不成立は、例えば「暗は、

ら。」というようなものである。

　実に、推論対象において存在せず、また、

せず、それと反対のものに存するから、

ある。例えば、　「角を持つので、馬である。

地の実体である。黒色を有するか

それは反対のものを証明するので、

それと同種のもの全てにおいても存在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矛盾で

」76というようなものである。

　　　　75Cf．　VS：karyatvtit　l　2－2－32（VSC：p．22，1．9）（結果であることから（音声は無常である。）

　　　　76Cf．　VS：Vi6api　tasm亘d　agvo　Vi§蚕tti　tasm亘d　gaur　iti　ca　l　3・1－12（VSC：p．27，1．5）（（非指示

は、）　「角があるので、馬である。」　「角があるから、牛である。」というようなものである。）
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　しかし、推論対象に存在し、それと同種・異種のものにまさしく共通に存在するも

のは、疑いを産出するので、疑惑である。例えば、　「角を持つから、牛である。」
77
ﾆいうようなものである。

　そして、一つのものにおいて、言われた矛盾した特徴を持つ二つの原因が衝突す
るとき、疑惑が見られるので、　「これは他の疑惑である」とある人が（言う。）例

えば、意識の有形性と無形性に対して、運動を有することと触れられないことの二

つの（理由が衝突する）というようなものである。

　（問）これは、非共通性に他ならないのではないのか。　「目に見えないこと」と

「直接知覚できること」のように、集合した二つのうちの一つの主張が成立しない

からである。

　（答）したがって、非決定として、我々が次に述べるであろう。

　（問）論典において、それぞれ両様に見ることが疑惑の原因だということが示さ
れたのではないか。

　（答）そうではない。疑惑は、対象の二相を見ることから生じるからである。疑

惑の発生において、対象の二相を見ることが原因である。そして、両者の力が匹敵

する時、相互に矛盾するので、決定を生じさせることはないだろう。しかし、疑惑

の原因ともならないであろう。また、その両者において力が匹敵することはない。

二つのうちの一つを推論対象として示すことは、聖典により排除されるからである。
（したがって、）これは矛盾の一一keに他ならない。

　そして、推論対象において存在し、それと同種・異種の両者に対して存在しないも

のは、両者のうちの不成立であり、非決定の原因であるので、非決定である。例え
ば、　「発生するから、因中有果である。」というようなものである。これは、　「よ

く知られていないことは、指示ではない。」78と（『スートラ』で）言われること
によって妨げられている。

　　（問）そしてこれは、特殊が疑惑の原因であると説かれているのではないのか。

論典中に、「同種のものと他の事物の両方に特殊が見られるからである。」79と（言
われている。）

　（答）そうではない。　（それは）違う意味であるから。　「音声において、特殊が

見られるから、疑惑は発生しない。」といわれた時、耳で聞かれることは、実体な
どのどれか一つのものの特殊ではないだろう。そうではなく、まさに普遍に他なら
ない。なぜなら、実体などの区分について、同種のものも異なる事物に対しても、

それぞれ両方に特殊が見られるからである、と言われており、疑惑の原因ではない。

そうでなければ、6カテゴリー全てにおいて疑惑が（生じるという）誤謬が生じるか

らである。したがって、普遍の観念のゆえに、まさに疑惑があるのである。

（c）実例（nidarSana）

＜116＞

［278］dvi－vidha【p　nidarSanaIp　s亘dharmye草a　vaidharme寧a　ca　l　tatra－

anumeya－siim盈nyena　hhga－sam亘nyasya＿a皿vidhana－darSanaip　s亘dhamya－

nidarSnam　l　tad　yath亘yat　kriy亘vat　tad　dravya耳i　dg§㎏p　yatha・ara　iti　l

　　　77C£VS：vi8麺i　ta8m豆d　a6vo　vi6餌i　ta8mfid　gaur　iti　ca　l　3－1－12（VSC：p．27，　L　5）（（非指示

は、）　「角があるので、馬である。1　「角があるから、牛である。」というようなものである。）

　　　7E℃f．　VS：apra8iddho　t　napadeSab　l　3・1－10（VSC：p．26，1．17）（よく知られたいないものは、指

示ではない。）

　　　79Cf－VS：tulya－j亘tiye寧v　artha－antara－bhtite阜u　ca　vi自e8a8ya＿ubhayath亘d騨tatv員t　l　2－2－26

（VSC：p．21，　ll．6～7）（同じ種類のもの（＝属性）においても、他のもの（実体・運動）においても、双方とも

に特殊性が見られるから、　（実体か属性か運動かという疑いがある。）
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anumeya－viparyaye　ca　1　lifigasya－abhava－darSanaip　vaidharmya－

nidarSanam　l　tad　yatha　yad　adraVya耳p　tat　kriy亘van　na　bhavati　yatha

satta　iti　H

　実例は、共通性によるものと異質性によるものの2種類である。

　その中で、推論対象の普遍と徴証の普遍との共通性が見られるものが、共通性に

よる実例である。例えば、　「運動を有するものは、実体である。矢のように。」と

いうようなものである。

　推論対象と反対のものにおいて、徴証の不在を見ることが、異質性による実例で

ある。例えば、　「実体でないものは、運動を有しない。存在性（satt互）のよう

に。」というものである。

（c）－1　偽の実例（nidarSana－abhasa）

＜117＞

［279］anena　nidarSana－abhasa　nirasta　bhavanti　l　tad　yatha　nityε由●abddo’

m面rtatv亘t　yad　am亘比alp　d噺alp　tan　nityam　yath亘parama阜ur　yath亘karma

yatha　sth亘h　yatha　tamo’mbaravad　iti　yad　draVyam　tat　k亘yavad　dgStaip

iti　ca　Uhga－anumeya－ubhaya一亘●raya－asiddha－ananugata－viparita－anugat品

sadhamya－nidarSana－abh頭迦1［280］yad　anityalp　tan　m亘式alp　dT§tam

yatha　kamma　yath亘　paramarpur　yatha”kaSam　yath亘　tamah　ghatavat　yan

ni§kriyalp　tad　adravyalp　ca＿iti　lihga－anumeya－ubhaya－aVyavltta－aSraya－

asiddha－avyavl土t，a－viparita－vyaVrtta　vaidharmya－nidhar●ana－abh亘s亘iti　l　l

　これによって、偽物の実例は退けられた。例えば、

　［主張］音声は恒常である。

　［理由］形を持たないから。

　［実例］およそ形がないものは、全て恒常であると知られる。例えば、原子のよ

うに。例えば、運動のように。例えば、皿のように。例えば暗のように。例えば虚

空のように。およそ実体であるものは、全て運動を有すると知られる。

　これらは、（1）徴証の不成立（2）推論対象の不成立（3）両方の不成立（4）基体（

aSraya）の不成立（5）不随行（ananugata）（6）逆随行（viparita－anugata）とい

う共通性による実例の偽物である。

　［実例］およそ無常なものは、すべて有形であると知られる。例えば、運動のよ

うに。原子のように。虚空のように。暗のように。瓶のように。およそ運動を有し
ないものは、すべて実体ではない。

　（これらは、）（1）徴証の非除外（hhga－avy亘vytta）（2）推論対象の非除外（

anumeya－avy亘v＃ta）（3）両者の非除外（ubhaya－avy亘ptta）（4）基体の不成立（

語raya－asiddha）　（5）非除外（aVyavgtta）、　（6）逆の非除外（viparita－

vyaVTttE）という異質性による実例の偽物である。

（d｝適用（anusandh互na）

＜118＞

［281］nidarSane’numeya－s員manyena　saha　d騨白sya　hnga一
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s亘manyasya＿anumeye　l　nv亘nayanam　anusandh亘nam　l　anumeya・dhama－

m亘tratvena＿abhihitalp　hhga－sam亘nyam　anupalabdha－・aktikaエp　nidar・ane

s亘dhya－dhama－s亘m亘nyena　saha　d騨tam　anumeye　yena

vacanena＿anusandhiyate　tad　anusandhanam　l　tath亘　ca　v員yuh　kriy員v亘ii　iti

lanumeya－abh豆ve　ca　tasya＿asattvam　upalabhya　na　ca　tath亘v豆yur

ni6kriyaiti　l　l

　実例において、推論対象一般と共に見られる徴証一般が、推論対象にあることを

導く80ものが、適用である。徴証一般は、推論対象の性質のみによって言われ、能

力が認知されていないで、実例において証明されるべき性質一般とともに見られる。

推論対象において、その言述によって適用されるもの、これが、適用である。　「そ

して、このように、風もまた運動を有する」というように。推論対象がない時、そ

れの非存在を認めて、　「そして、このように、風は、運動を有しないことはない」

というようなものである。

（e）結論（praty亘mn亘ya）81

＜119＞

［282］allumeyatvena＿uddi§te　ca＿aptScite　ca　pare寧aip　ni●caya－apadana一

田thalp　Pra両i亘y品P皿ar－vacanalp　pratyamnayah　I

pratipadyatvena＿uddi§巨ca＿aniScite　ca　pare§a耳1　hetv一亘dibhir　avayavair

aliita－6aktina耳1　parisam亘ptena　vakyena　ni●caya－ap亘dana－artha耳1

pratij　fiayatt　punar－vacanaip　pratyamn亘yab　l　tasmad　dravyam　eva＿iti　l

［283］na　hy　etasminn　asati　pare6am　avayavaiiaip　s　amast亘n麺vyast…in…皿

v亘tad－artha－v員cakatVam　asti　gamyam亘na－arthatvad　iti　cen　na

atiprasang乱Itath亘hi　pra切垣一anantaralp　hetu－matra－abhidhanaip

kartavyam　Vidu6am　anvaya－vyatireka－smara阜亘t　tad－artha－avagatir

bhavi§yati＿iti　tasmad　atra＿eva＿artha－parisamaptib　l［284］anityah　Sabda

ity　anena＿aniScita－anityatva－m亘tra－vi6i6励・abdab　kathyate　prayatna－

anantariya－katvad　ity　anena＿anityatva－sadhana－dharma－matram

abhidhiyate　l　iha　yat　prayatna－ariantariyakaip　tad　anitya耳l　dX§taln　yathti

ghata　ity　anena　s亘dhya－samanyena　s亘dhana－s麺anyasya＿anugama－

m亘tram　ucyate　l　nityam　aprayatna－anantariyakalp　dy§tam　yatha”kaSam

ity　anena　sadhya・・abhavena　s亘dhanasya＿asattvalp　pradarSyate　l　tatha　ca

prayatna－anantariyakab　Sadho　d問t《）na　ca　tath亘”kiiSavad　aprayatna－

anantariyakah　Sabda　ity　anvaya－vyatireka－abhy麺dXSta－samarthyasya

sadhana－samanyasya　Sabde’nusandh亘nam　gamyate　tasm亘d　anityah§abda

ity　anena＿anitya　eva　Sabda　iti　pratipip亘day－i6ita－artha－parisamapt丘

80anWnayana：辞書になし。　NKによりこう解釈する。

　　　　81このpratyAmn亘yaは、金倉訳と本多訳では「反復」、中村訳では「反復提起」と訳している。これ

は、主張の繰り返しであるという意味を持たせようとしたと思われるが、そのことは本文の定義部分で明記され

てるので、錯は訳語に含意させる必要はないと考える。また、このpratytimn亘yaを明示することで、撮の

知識が確定するという面を取っても、　「結論」と訳することが妥当であると考える。
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gamya七e　tasm砒pafica－avayavena＿eva　vakyena　pare畢arp　sva－r舶cita－artha－

pratip亘danalp　k】dyate　ity　etat　para－artha一ε皿umanarp　siddham　iti川

　推論対象として示されて、そして非決定であるとき、他人の決定をもたらすため
に主張を再び述べることが、結論である。説明されるべきものとして示されており、

かつ非決定である時、　（理解する）能力を与えられた他人に、理由などの諸支分か

ら完成された文によって、決定をもたらすために、主張を再び述べることが結論で

ある。すなわち、　（前の「風は実体である」という論証式における）　「実体に他な

らない」のようなものである。

　実に、これがない時、他の諸支文は、全体としても個別的にもその意味を述べる
ことはない。

　（問）意味が知られているのであるから（結論は無用である）。

　（答）そうではない。なぜなら、　「過剰の（包摂という）過失」があるからであ

る。そうであるなら、主張に続いてただ原因だけの陳述がなされるべきであるし、

知者においては、包摂（共通：anvaya）と除外の想起によって、その意味の了解が
あるだろう。したがって、ここ（＝結論）においてこそ、意味の完結があるのであ
る。

　（問）どのようにしてか。

　［主張］　「音声は、無常である。」これによって、非決定の無常性のみに特徴付

けられた（限定された：vi・i帥a）音声が言われる。

　［指示］　「意志的努力に続いて発生するから。」これによって、無常性を証明す

る性質が言われる。

　［同実例］　「この世において、意志的努力に続いて発生するものは、全て無常で

あると知られる。例えば、瓶のように。」これによって、証明されるべきもの（＝

推論対象）一般への、証明するもの（＝徴証）一般の近接のみが言われる。

　［異実例］「意志的努力に続いて発生しないものは、恒常である、と知られる。

例えば、虚空のように。」これによって、証明されるもの（＝推論対象）の不在に

よって、証明するもの（＝徴証）の非存在が明示される。

　［適用］「このように、音声は意志的努力に続いて発生するもであると知られて

おり、また、音声は、虚空とは異なり、意志的努力に続いて発生しない。」と包摂

と排除によって、適合が見られた証明するもの（徴証）一般が、音声に適合するこ
とが知られる。

　［結論］「したがって、音声は無常である。」これによって、「音声は無常に違

いない」という証明すべき決定（した知識）の意味の完結が知られる。

　このように、まさに五支の文によってのみ、他人に自ら決定した意味を教示する
ことがなされた。

　以上で、他人のための推論が証明された。

（3）決定（nirpaya）

＜120＞

［285］ViSeSa－darSanaj　am　avadhararpa－jfi亘nam　salpSaya－virodhi　nirOayah　l

［286］etad　eva　pratyak6　am　anumdnaip　v亘lyad　viSe6a－darSanat　saエpSaya－

virodhy　utpadya七e　sa　pratyaks　a－nirpayab　l　yatha　sthapu－puru§ayor

亘rdhvata－m5tra－s亘dySya一亘10can5d　viSe＄e吊v　apratyak§e§u＿ubhya・・viSe§a一
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anusmararpat　kim　aya耳1　sthiiipub　puruSo　va＿iti　s　alpSaya＿utpattau　Sirah－

pany－adi－darSanat　puru＄a　eva＿ayam　ity　avadharapa－jnN　iinam　pratyak6a－

nir草aya阜　l　vi＄ELiita－matra－darSanad　gaur　gavayo　v5＿iti　sarpSaya－utp　attau

sasna－m巨tra－darSn亘d　gaur　eva＿ayam　ity　avadharaOaj負亘nam　anumana－

nirρaya　iti　l　1

　特殊を見ることから生じ、確定した知識で、疑惑と矛盾するものが、決定である
82B　これこそ、直接知覚あるいは推論に他ならない。特殊を見ることによって、

疑惑との矛盾が生じるものが、直接知覚による決定である。例えば、杭と人間の「高
さ」という点の類似点を知覚することから、諸特性を知覚しないで、　（杭と人間の）

両方の特殊を想起するので、これは、　「杭か人間か」という疑惑が生じるとき、頭

や手などを見ることから、「これは人間に違いない」という確定した知識が（ある。

それが、）直接知覚による決定である。

　角のみを見ることから、「牛か水牛か」という疑惑が生じるとき、のどの垂れ肉

のみを見ることから「これは牛に違いない」という確定的な知識が（ある。それが）
推論による決定である。

（4）記憶（smrti）
　　　　　　　　○

＜121＞

［287］1ihga－darSana－icch亘一anusmara胆一adhy－apek§ad互tma．manasob

saIpyoga－viSe6亘t　patv－abhy亘sa－adara－pratyaya二l　anitac　ca　saエpsk亘r亘d　dg§ta－

Sruta－anubhttte8v　arthe寧u　Se6a－anuvyavas亘ya－icch亘一anusmara草a－dveSa－

hetur　atita－viSaya　s叫土ir　iti　l　1

　記憶とは、徴証をみることや欲求や追想等を待って、自我と意識の特殊な結合か

ら、そして、強烈さや反復や留意といった観念から生じた潜在印象（saipskdra）から
83
A見たり聞いたり経験したりする対象において（生じる）、残余の確認（sesa－

anuvyavasaya）と欲求と追想と嫌悪の原因である過去に関する知識であるen。

　　　8裾局認識とは、ある特徴を見ることから始まり、最終的に、そのものだけにある特殊性をみることに

より確定されるということである。これが、この学派の名称をVa拍e6ika（＝特殊性）の学派とする所以である。

　　　83ここでの非内属因は、自我と意識の特殊な結合であり、徴証を見ること・欲求・追想や鋭い反復・留意

といった観念から生じた潜在印象は動力因である。

Cf．　Vy　：亘t皿a・manasoh　sarpyoga－Vi6e8tit　ity　asamav亘yi－kふrapa－nirde6ab　l　liiga－darSana・icch亘一

anusmaraOa一亘dy－apek6亘t　paVv－abhy蚕sa一亘dara－pratyayaづanit亘c　ca　sarpskar亘t　iti　nilnitta－karεuユa－

nirdegah　l（Vy（1）：Vo1．2．　p．212，11．8～11）（「自我と意識の結合から」という非内属因の記述がある。　「徴

証を見ること・欲求・追想などを待って、また鋭い反復・留意といった観念から生じた潜在印象から」という動力

因の記述がある。

　　　咋己憶は、スートラ』では、ごく簡単に以下のように記されているのみである。

C£VS：Atma－manasob　saxpyoga－vi6e頭t　saip8k亘】〔亘c　ca　sm恒19－22（VSC：p．70，　L　11）（自我と意識

の特殊な結合から、そして、潜在印象から、記憶（は生じる）。）

250



（5）聖仙知（亘r§ajnN　ana）

①聖仙知（亘r§aj甑na）

＜122＞

［288］　㎞aya－vidh亘t再alp　騨ipam　atita－an亘gata－vartamane6v　atindriye8v

arthe6u　dharma－adi6u　grantha－upanib　addhe8v　anupanibaddhe6u　ca＿atma－

manasoh　salpyogad　dharma－ViSe8亘c　ca　yat　pr亘tibhalp　yatha－artha－

nivedanalp　j丘anam　utpadyate　tad　arSam　ity　acakSate　l　tat　tu　prastareOa

deva－rSipa叩kadacid　eva　laUlrikanaip　yatha　kanyaka　braviti●vo　me　bharata

”ganteti　hrdayalp　me　kathayati＿iti川

　聖典の創造者である聖仙達に、（1）過去、現在、未来のことがらにおいて、（2）超感

覚的なことがらにおいて、（3）法などにおいて、（4）書物に記録されたものでも記録さ

れていないものにおいても、自我と意識の結合から、そして特殊な法から、直観的

で対象をそのまま伝える知識が生じる85。これが、聖仙知（arsa）である86。

　この（聖仙知）は、多くは神や聖仙たちにあるが、時には世俗の人たちにもあら
われる。例えば、少女が「明日私の兄弟がやってくる、と心臓が私に語る」という
ように。

②超人の知（siddhadarSana）

＜123＞

［289］siddha－darSanarp　na　jhana－antaralp　kasm亘t　prayatna－p丘rvakam

afij　ana－padalepa－kha《］ga－gulika一豆di－siddh皿alp　d1Sya－dra§t桓≡皿　　s亘kSma－

vyavahita－ViprakT6te8v　arthe6u　yad　darSanaエp　tat　pratyak§am　eva　l　atha

divya－antari㎏a－bhaum亘11麺　　　praptna耳1　　grah皿a－k6atra－saエpc亘ra一亘di－

nimittalp　dharma－adharma－vipaka－darSanam　i6tam　tad　apy　anumanam　eva

latha　hhga－anapek6a耳1　dharma一亘di6u　darSanam　i6taip　t，ad　api　pratyak§a一

碗r§ayor　anyatarasminn　antarbh丘tam　ity　evalp　buddhir　iti川

　超人の知は、もう一つの（別の種類の）知識ではない。なぜか。意志的努力に基
づき、微細なもの・遮られたもの・遠ざけられたものにおいて、目薬・足に塗る薬・

剣・丸薬などによって成立する見られる対象を見る者（＝超人）の知は、まさに直

　　　85聖仙知の場合も、非内属因は自我と意識の結合であり、常人の認識と同じである。ただ、動力因が特

殊な法として常人のものと区別されているのである。

Cf．　Vy：kutab　kat’apa一亘de6u　yath亘一artha－vijfianam？亘tma－manasoh　samyogat　asamavayinah　dharma－

ViSe6亘c　ca　I1皿ittad　iti　l（Vy（1）：p．214，　ll．4～5）（どのような原因等において、その対象の知があるのか？

自我と意識の結合という非内属因と、そして特殊な法という動力因から（生じる）。）

　　　86rスートラ』では、聖仙知と超人の知を二つまとめて、どちらも’法による．とする，

Cf．　VS：亘rSaip　siddha－dartganarp　ca　dharmebhyab　l　9－28（VSC：p．71，1．7）（聖仙と超人（siddha）の知

は、法（dharma）から生じる。）
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接知覚にほかならないからである。

　また、天上・空中・地上の生物に関する、惑星や天体の運行などの前兆や善・悪
の果報に基づく知見は、これもまた、推論にほかならない。

　さらに、徴証を待たないで（生じる）、善などについての知見が認められている
87
Bしかし、これもまた直接知覚か聖仙知かのいずれかに含まれる。
　知識とは、以上である。

　　　87「徴証を待たないで」というのは、推論において動力因が存在しないか特定できないという意味であ

る．したがって、推論ではない直接知覚か、聖仙知のいずれかに含まれるというのである。
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『インド哲学』　（湯田豊訳）大東出版社
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　　【2000】　『ウパニシャッドー翻訳と解説一』大東出版社
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　　【1998】　「原子」　『岩波哲学・思想事典』岩波書店
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　　【1998】　「元素」　『岩波哲学・思想事典』岩波書店所収
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渡辺照宏

　【1982】　「玄奨訳「因明入正理門論」について」　『渡辺照宏仏教学論集』筑摩書

房

和田壽弘

　【1989a】　「インド新論理学派における制限者（avacchedaka）（1）」『東海仏

教』第34集
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大学文学部研究論集（哲学）』
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ユ74



ぺ
」

→

へ

￥冑

“
苦

監庫

l
i

．
ギ

N
，

句 与

騨
’sc

i“

・郎

羅
ボ
編
炉




